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６月26日から６月30日にかけて日野、桜谷、南比都佐小学校の6年生が日野町議会を見学に来てくれました。
議場や議長室などを見学し、議員から議会の役割について説明を受けたり「日野町の人口は何人でしょう？」

「町議会議員には何歳から立候補できると思いますか？」などの穴埋め問題に挑戦してくれました。質問コーナ
ーではふだん生活の中で疑問に感じていること、してほしいことを議員に直接伝えてくれました。また、今回
は保護者の方々にもご参加いただきました。

町内小学６年生のみなさんが
議場見学に来てくれました

おはようございます！
ようこそ、日野町議会へ。

歴代議
長の

写真が
ある！

思ったより

広くて

びっくり!!

議場って

初めて入るけど、

どんなところかな～。

「出
すい

納
とう

室
しつ

」の
読み方

わかるかな？

保護者の方の感想

・議長さん、議員さんのお話を子どもたち
が食い入るように聞いていた姿が印象的
でした。

・議場見学がなければ議場に行くこともな
かったので、このような貴重な学びの場
を設けてくださりありがとうございまし
た。

・子どもたちの質問する時間がもっとあれ
ば良いと思いました。

実際に発言席に

立ってみました！！

運動場にあった
バスケットゴールがなくなったのは

なぜですか？

役場探検に！
役場の各課の仕事について教えてもらいました。

議長室で議長の仕事に
ついて

お話を聞きました

議場見学の感想
●日野町の努力やひみつをたくさん知
ることができました。

●議場が思ったより広くてびっくりし
ました。

●初めて議場に入って緊張しました。

質問や要望
●議員になるためにはどうしたらいいで
すか。
●保育士にどんな支援をしているのですか。
●体育館にエアコンがほしい。
●町民プールを作ってほしい。

3 2議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.15 2議会だより
日野町議会

2025.８.15
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６月26日から６月30日にかけて日野、桜谷、南比都佐小学校の6年生が日野町議会を見学に来てくれました。
議場や議長室などを見学し、議員から議会の役割について説明を受けたり「日野町の人口は何人でしょう？」

「町議会議員には何歳から立候補できると思いますか？」などの穴埋め問題に挑戦してくれました。質問コーナ
ーではふだん生活の中で疑問に感じていること、してほしいことを議員に直接伝えてくれました。また、今回
は保護者の方々にもご参加いただきました。

町内小学６年生のみなさんが
議場見学に来てくれました

おはようございます！
ようこそ、日野町議会へ。

歴代議
長の

写真が
ある！

思ったより

広くて

びっくり!!

議場って

初めて入るけど、

どんなところかな～。

「出
すい

納
とう

室
しつ

」の
読み方

わかるかな？

保護者の方の感想

・議長さん、議員さんのお話を子どもたち
が食い入るように聞いていた姿が印象的
でした。
・議場見学がなければ議場に行くこともな
かったので、このような貴重な学びの場
を設けてくださりありがとうございまし
た。
・子どもたちの質問する時間がもっとあれ
ば良いと思いました。

実際に発言席に

立ってみました！！

運動場にあった
バスケットゴールがなくなったのは

なぜですか？

役場探検に！
役場の各課の仕事について教えてもらいました。

議長室で議長の仕事に
ついて

お話を聞きました

議場見学の感想
●日野町の努力やひみつをたくさん知
ることができました。
●議場が思ったより広くてびっくりし
ました。
●初めて議場に入って緊張しました。

質問や要望
●議員になるためにはどうしたらいいで
すか。

●保育士にどんな支援をしているのですか。
●体育館にエアコンがほしい。
●町民プールを作ってほしい。

3 2議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.153 議会だより
日野町議会

2025.８.15
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提出された議案と結果 〇賛成　×反対

第３回臨時会（５月14日）
●全員賛成とした案件

第４回定例会６月定例会議（６月２日～24日）
●全員賛成とした案件

議案審査を付託された委員会 
【予算決算】予算決算特別委員会
【産建】産業建設常任委員会

番号 町 長 提 出 議 案
議第36号 専決処分について（日野町税条例の一部を改正する条例の制定について）
議第37号 専決処分について（日野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
議第38号 日野町固定資産評価員の選任について

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

【議員提案】
議会人事・議会構成に関する案件　 10件
通年議会を導入するための条例改正　４件　※通年議会導入についての詳細は22ページ

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第46号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その12） 産建
議第47号 工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事（その２） 産建
議第48号 町道の路線の認定について 産建
議第49号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第２号） 予算決算

委員会名（定数） 委員長
副委員長 委員名（議席順） オブザーバー

総務常任委員会（８名）
中西　佳子 福永　晃仁 谷口　智哉 松田　洋子

議長
後藤　勇樹 柚木　記久雄 川東　昭男 野矢　貴之

産業建設常任委員会（８名）
西澤　正治 錦戸　由佳 柚木　記久雄 野矢　貴之

議長
福永　晃仁 山本　秀喜 加 　和幸 中西　佳子

厚生常任委員会（８名）
松田　洋子 錦戸　由佳 川東　昭男 山本　秀喜

ー
谷口　智哉 髙橋　源三郎 加 　和幸 杉浦　和人

議会広報常任委員会（７名）
福永　晃仁 錦戸　由佳 谷口　智哉 松田　洋子

議長
柚木　記久雄 髙橋　源三郎 中西　佳子

議会運営委員会（７名）
後藤　勇樹 福永　晃仁 松田　洋子 加 　和幸

議長、副議長
山本　秀喜 中西　佳子 西澤　正治

予算決算特別委員会（13名）
髙橋　源三郎

議長を除く議員 議長
柚木　記久雄

地域振興対策特別委員会（13名）
谷口　智哉

議長を除く議員 議長
錦戸　由佳

議会力向上特別委員会（13名）
山本　秀喜

議長を除く議員 議長
谷口　智哉

調査・研究
●多文化共生社会について
Ｑ．�外国人が多い市町の理由は？
Ａ．�以前は、技能実習制度で来られていたが、現在は、特定技能制度という企業の人材不足を補うた
めに受け入れる制度で来られている外国人が多く、製造業の盛んな町に多い。増加率の背景には、
家族で来られることが多くなった。

Ｑ．�外国人と共生していくことが問われる時代が始まっている。町が方向性を示し、集落支援員の取
り組みも含めて検討してほしい。

Ａ．�今後、集落支援員を雇用し、地域の悩みを聞かせていただく中で、多文化共生の課題も出てくる
と考えている。先進地事例も調べながら、対応を考えていきたい。

●議場見学について
Ｑ．�平等に町内の小学校の児童が参加できるようにしてほしい。このような取り組みを親が見に来て
くれると、家庭内の会話も変わるなど効果が広がる。今後、声掛け等で開かれていったらどうか？

Ａ．�実際に議会が行われている議場を見たり、緊張感を味わったり、こどもたちの目の輝き具合が、
教科書や資料だけで学習しているのと違うと感じている。コミュニティスクールで開かれた学校
であるため、足を運んでもらう機会を積極的に発信していきたいと考えている。

多文化共生社会をどうつくっていくのか!
総務常任委員会

新しい議会人事が決まりました

国の交付金を活用し、定額減税の調整給付金の不足額給付分を計上
予算決算特別委員会

付託議案�１件
●議第49号　令和７年度日野町一般会計補正予算（第２号）
　補正予算の総額は、歳入歳出それぞれ8,985万8千円で、予算の総額は歳入歳出それぞれ107億
4,909万３千円となりました。今回の補正予算は物価高騰対応へ国の地方創生臨時交付金を活用した
もので、令和６年度に実施した定額減税にかかる調整給付金の不足額の給付に充てることとなるもの
です。なお、今回の補正額のほとんどは扶助費（※１）として使われることになります。
（※１）扶助費とは、社会保障制度の一環として、児童はじめ高齢者や障害者、生活困窮者などに対
して国や地方公共団体が行う支援に要する経費。

　《歳出の内訳》
科　目 経費の内容 補正予算額

社会福祉総務費 物価高支援給付金事業（不足額給付） 88,332千円
障害福祉費 障害者総合支援事業 1,526千円

質疑・討論・採決
Ｑ．�物価高支援給付金事業の仕組みについて、給付金は口座振り込みによるのか、あるいはＡＴＭに
よる受け取りもあるのか。

Ａ．�新たな給付の仕方については研究していきたいが、今のところは郵送で直接送付するという人が
多くおられるので、その説明をしっかり行い、給付については口座振り込みで行う。

Ｑ．�税の滞納がある場合でも給付は行われるのか。
Ａ．�給付は滞納者であってもそれに充当してはならないというルールがあるため、該当する人には給
付させていただく。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

議長　杉浦　和人　　　　　副議長　野矢　貴之　　　　　　監査委員　川東　昭男

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.15 4議会だより
日野町議会

2025.８.15
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提出された議案と結果 〇賛成　×反対

第３回臨時会（５月14日）
●全員賛成とした案件

第４回定例会６月定例会議（６月２日～24日）
●全員賛成とした案件

議案審査を付託された委員会 
【予算決算】予算決算特別委員会
【産建】産業建設常任委員会

番号 町長提出議案
議第36号 専決処分について（日野町税条例の一部を改正する条例の制定について）
議第37号 専決処分について（日野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
議第38号 日野町固定資産評価員の選任について

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

【議員提案】
議会人事・議会構成に関する案件　 10件
通年議会を導入するための条例改正　４件　※通年議会導入についての詳細は22ページ

番号 町長提出議案 付託先
議第46号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その12） 産建
議第47号 工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事（その２） 産建
議第48号 町道の路線の認定について 産建
議第49号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第２号） 予算決算

委員会名（定数） 委員長
副委員長 委員名（議席順） オブザーバー

総務常任委員会（８名）
中西　佳子 福永　晃仁 谷口　智哉 松田　洋子

議長
後藤　勇樹 柚木　記久雄 川東　昭男 野矢　貴之

産業建設常任委員会（８名）
西澤　正治 錦戸　由佳 柚木　記久雄 野矢　貴之

議長
福永　晃仁 山本　秀喜 加 　和幸 中西　佳子

厚生常任委員会（８名）
松田　洋子 錦戸　由佳 川東　昭男 山本　秀喜

ー
谷口　智哉 髙橋　源三郎 加 　和幸 杉浦　和人

議会広報常任委員会（７名）
福永　晃仁 錦戸　由佳 谷口　智哉 松田　洋子

議長
柚木　記久雄 髙橋　源三郎 中西　佳子

議会運営委員会（７名）
後藤　勇樹 福永　晃仁 松田　洋子 加 　和幸

議長、副議長
山本　秀喜 中西　佳子 西澤　正治

予算決算特別委員会（13名）
髙橋　源三郎

議長を除く議員 議長
柚木　記久雄

地域振興対策特別委員会（13名）
谷口　智哉

議長を除く議員 議長
錦戸　由佳

議会力向上特別委員会（13名）
山本　秀喜

議長を除く議員 議長
谷口　智哉

調査・研究
●多文化共生社会について
Ｑ．�外国人が多い市町の理由は？
Ａ．�以前は、技能実習制度で来られていたが、現在は、特定技能制度という企業の人材不足を補うた
めに受け入れる制度で来られている外国人が多く、製造業の盛んな町に多い。増加率の背景には、
家族で来られることが多くなった。

Ｑ．�外国人と共生していくことが問われる時代が始まっている。町が方向性を示し、集落支援員の取
り組みも含めて検討してほしい。

Ａ．�今後、集落支援員を雇用し、地域の悩みを聞かせていただく中で、多文化共生の課題も出てくる
と考えている。先進地事例も調べながら、対応を考えていきたい。

●議場見学について
Ｑ．�平等に町内の小学校の児童が参加できるようにしてほしい。このような取り組みを親が見に来て
くれると、家庭内の会話も変わるなど効果が広がる。今後、声掛け等で開かれていったらどうか？

Ａ．�実際に議会が行われている議場を見たり、緊張感を味わったり、こどもたちの目の輝き具合が、
教科書や資料だけで学習しているのと違うと感じている。コミュニティスクールで開かれた学校
であるため、足を運んでもらう機会を積極的に発信していきたいと考えている。

多文化共生社会をどうつくっていくのか!
総務常任委員会

新しい議会人事が決まりました

国の交付金を活用し、定額減税の調整給付金の不足額給付分を計上
予算決算特別委員会

付託議案�１件
●議第49号　令和７年度日野町一般会計補正予算（第２号）
　補正予算の総額は、歳入歳出それぞれ8,985万8千円で、予算の総額は歳入歳出それぞれ107億
4,909万３千円となりました。今回の補正予算は物価高騰対応へ国の地方創生臨時交付金を活用した
もので、令和６年度に実施した定額減税にかかる調整給付金の不足額の給付に充てることとなるもの
です。なお、今回の補正額のほとんどは扶助費（※１）として使われることになります。
（※１）扶助費とは、社会保障制度の一環として、児童はじめ高齢者や障害者、生活困窮者などに対
して国や地方公共団体が行う支援に要する経費。

　《歳出の内訳》
科　目 経費の内容 補正予算額

社会福祉総務費 物価高支援給付金事業（不足額給付） 88,332千円
障害福祉費 障害者総合支援事業 1,526千円

質疑・討論・採決
Ｑ．�物価高支援給付金事業の仕組みについて、給付金は口座振り込みによるのか、あるいはＡＴＭに
よる受け取りもあるのか。

Ａ．�新たな給付の仕方については研究していきたいが、今のところは郵送で直接送付するという人が
多くおられるので、その説明をしっかり行い、給付については口座振り込みで行う。

Ｑ．�税の滞納がある場合でも給付は行われるのか。
Ａ．�給付は滞納者であってもそれに充当してはならないというルールがあるため、該当する人には給
付させていただく。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

議長　杉浦　和人　　　　　副議長　野矢　貴之　　　　　　監査委員　川東　昭男

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.155 議会だより
日野町議会

2025.８.15
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調査・研究
（１）令和７年度新規事業「児童育成支援拠点事業」について
　・児童福祉法に基づく「家庭支援事業」の６事業の一つに位置付けられている。
　・家庭支援事業の目的は、虐待を防止し、児童の最善の利益の保障と健全な育成を図ること。
　・�家庭や学校に居場所のない小中学生の児童と保護者が対象。
　事業内容と効果
　　▷事業者に委託し、主に放課後に当該事業の対象児童の居場所となる場を開設する。
　　▷児童とその家族が抱える多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、進路等の相談支援。
　この制度の課題点
　　▷担い手不足のため、ハイリスクケースの利用しかできない。
　　▷学齢期の利用が難しい。
　　▷リスクの中程度のケースに早い段階から利用していただける体制整備が必要。
（２）子どもの貧困や家庭環境の状況把握について
■令和５年度に町が行った子育て家庭対象の貧困に関するアンケート結果の共有
　　・必要な食料が買えなかった、衣服が買えなかった、家賃の滞納などの回答が10％
　　・傾向としては、未就学児家庭より小中学生家庭の方がさらに割合が高い。
■町の支援状況の共有
　　・ひとり親世帯、非課税世帯の児童一人につき50,000円を支給
　　・保育料や保育にかかる副食費、学童保育所の減免など、経済的に困窮している世帯に対する支援制度

付託議案３件
●議第46号　工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その12））
請負先　株式会社向茂組　日野営業所　指名競争入札　契約金額　187,539,000円

●議第47号　工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事（その２））
請負先　株式会社今井工業　指名競争入札　契約金額　74,580,000円

●議第48号　町道の路線の認定について
　県道土山蒲生近江八幡線の一部鎌掛内でのバイパス付け替え工事が令和７年度から県の事業により
行われる。工事完了までには年月がかかるが、速やかな移管のためにも今回提案議題として上がった。
起点　日野町河原二丁目11番地、終点　日野町大字鎌掛5893番地　総延長4,640ｍ

質疑・討論・採決
議第46号　
Q．�町道西大路鎌掛線道路改良工事後は、青葉台等に行く道はどのように整備する予定か。
A．�本線の位置が高くなることから、両サイドの道路との取り付けが必要となり、新しい交差点を整備
して、現道に接続する予定をしている。

議第48号　
Q．�町道の路線認定について、起点から終点までが長い路線となっているが各地区からの要望への対応は？
A．�要望いただいた修繕については、順次、県で対応しており、改良要素のあるものは移管に向けて町
から要望を行っている。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町観光ビジョンとこれからの展望について

　少子高齢化や人口減少による町の課題解決のため、多岐にわたる地域振興策を総合的に審議し、
町の持続的発展に向けた政策提言や行政監視を行い、町の将来を見据えた地域づくりに貢献する。

　住民ニーズの多様化や地方分権の進展に対応するため、議会の機能向上を目指し、議会運営の改
善、ICT活用、議会基本条例の見直し、広報広聴の充実、議員研修など多岐にわたる調査・検討を
通じて、政策提言能力や行政監視機能を強化し、町民に信頼される開かれた議会を目指す。

　議会からの提言「定住・移住の促進に関する提言」および「一人一人が輝き持続可能で誰もが元気に
暮らせるまち“日野”に」の進捗状況を検証し、現在ある課題の解決に向けて動く

子どもの貧困をどう考えるか

工事の進捗、町道認定はしっかりと検証を!!地域の課題を解決する

厚生常任委員会

産業建設常任委員会地域振興対策特別委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化させる

スタートした取り組み
・タブレット端末（Side�Books）の導入
　　ペーパーレス化　提案資料の検索が容易
・通年議会制（令和７年６月１日）の導入開始
　　詳細　22ページに記載
・待遇改善（令和７年４月）報酬額改定
　　詳細　23ページに記載

今年度実施していく事項　（決定している項目のみ）
■政策立案、提言に向けて研修会開催
講師　地方公共団体政策支援機構
目的　政策提言を行い、私たちの議会力を向上させる

課題をピックアップ
・タブレット端末の更なる活用
・議員のなり手不足改善への取り組み
・住民、組織・団体からの意見収集
・広報・広聴の更なる充実

今後の進め方

議会力向上特別委員会

各課題の解決のために動く

政策提言についての進捗状況確認

地域の担い手不足 関係人口増 経済循環 財源確保

現在ある課題を抽出

目的

目的

7 6議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.15 6議会だより
日野町議会

2025.８.15
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調査・研究
（１）令和７年度新規事業「児童育成支援拠点事業」について
　・児童福祉法に基づく「家庭支援事業」の６事業の一つに位置付けられている。
　・家庭支援事業の目的は、虐待を防止し、児童の最善の利益の保障と健全な育成を図ること。
　・�家庭や学校に居場所のない小中学生の児童と保護者が対象。
　事業内容と効果
　　▷事業者に委託し、主に放課後に当該事業の対象児童の居場所となる場を開設する。
　　▷児童とその家族が抱える多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、進路等の相談支援。
　この制度の課題点
　　▷担い手不足のため、ハイリスクケースの利用しかできない。
　　▷学齢期の利用が難しい。
　　▷リスクの中程度のケースに早い段階から利用していただける体制整備が必要。
（２）子どもの貧困や家庭環境の状況把握について
■令和５年度に町が行った子育て家庭対象の貧困に関するアンケート結果の共有
　　・必要な食料が買えなかった、衣服が買えなかった、家賃の滞納などの回答が10％
　　・傾向としては、未就学児家庭より小中学生家庭の方がさらに割合が高い。
■町の支援状況の共有
　　・ひとり親世帯、非課税世帯の児童一人につき50,000円を支給
　　・保育料や保育にかかる副食費、学童保育所の減免など、経済的に困窮している世帯に対する支援制度

付託議案３件
●議第46号　工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その12））
請負先　株式会社向茂組　日野営業所　指名競争入札　契約金額　187,539,000円

●議第47号　工事請負契約について（町道小御門線歩道新設工事（その２））
請負先　株式会社今井工業　指名競争入札　契約金額　74,580,000円

●議第48号　町道の路線の認定について
　県道土山蒲生近江八幡線の一部鎌掛内でのバイパス付け替え工事が令和７年度から県の事業により
行われる。工事完了までには年月がかかるが、速やかな移管のためにも今回提案議題として上がった。
起点　日野町河原二丁目11番地、終点　日野町大字鎌掛5893番地　総延長4,640ｍ

質疑・討論・採決
議第46号　
Q．�町道西大路鎌掛線道路改良工事後は、青葉台等に行く道はどのように整備する予定か。
A．�本線の位置が高くなることから、両サイドの道路との取り付けが必要となり、新しい交差点を整備
して、現道に接続する予定をしている。

議第48号　
Q．�町道の路線認定について、起点から終点までが長い路線となっているが各地区からの要望への対応は？
A．�要望いただいた修繕については、順次、県で対応しており、改良要素のあるものは移管に向けて町
から要望を行っている。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町観光ビジョンとこれからの展望について

　少子高齢化や人口減少による町の課題解決のため、多岐にわたる地域振興策を総合的に審議し、
町の持続的発展に向けた政策提言や行政監視を行い、町の将来を見据えた地域づくりに貢献する。

　住民ニーズの多様化や地方分権の進展に対応するため、議会の機能向上を目指し、議会運営の改
善、ICT活用、議会基本条例の見直し、広報広聴の充実、議員研修など多岐にわたる調査・検討を
通じて、政策提言能力や行政監視機能を強化し、町民に信頼される開かれた議会を目指す。

　議会からの提言「定住・移住の促進に関する提言」および「一人一人が輝き持続可能で誰もが元気に
暮らせるまち“日野”に」の進捗状況を検証し、現在ある課題の解決に向けて動く

子どもの貧困をどう考えるか

工事の進捗、町道認定はしっかりと検証を!!地域の課題を解決する

厚生常任委員会

産業建設常任委員会地域振興対策特別委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化させる

スタートした取り組み
・タブレット端末（Side�Books）の導入
　　ペーパーレス化　提案資料の検索が容易
・通年議会制（令和７年６月１日）の導入開始
　　詳細　22ページに記載
・待遇改善（令和７年４月）報酬額改定
　　詳細　23ページに記載

今年度実施していく事項　（決定している項目のみ）
■政策立案、提言に向けて研修会開催
講師　地方公共団体政策支援機構
目的　政策提言を行い、私たちの議会力を向上させる

課題をピックアップ
・タブレット端末の更なる活用
・議員のなり手不足改善への取り組み
・住民、組織・団体からの意見収集
・広報・広聴の更なる充実

今後の進め方

議会力向上特別委員会

各課題の解決のために動く

政策提言についての進捗状況確認

地域の担い手不足 関係人口増 経済循環 財源確保

現在ある課題を抽出

目的

目的

7 6議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.８.15 2025.８.157 議会だより
日野町議会

2025.８.15



8議会だより
日野町議会

2025.８.15

一 質般 問

令和令和77年年６６月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ
ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 	高齢者の健康づくりの担い手は誰なのか

2	 「チョイソコひの」運行拡大のための施策はあるのか P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 河川の（竹や木の伐採など）環境保全について

2	 河川の（災害を未然に防ぐ）浚渫について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 梅雨と台風への準備について

2	 県道土山蒲生近江八幡線の道路改修について P.11

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「松尾公園」新たなステージへ

2	 暮らしと環境と次の時代 P.12

5 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 	子育て情報発信ツール公式LINE　「ひのこどもタウン」

の活用状況について
2	 日野町の人口減・少子化対策について

P.13

6 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 	石楠花観光に行って現地で思ったこと

2	 	大谷公園と松尾公園に子どもと大人が一緒に楽しめる
遊具の設置を

P.14

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 	こども誰でも通園制度について

2	 新こども園の大きさは
3	 給食の無償化について

P.15

8 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き 1	 	まちの財政状況から「未来への投資」をどう考えるの？

2	 「こども誰でも通園制度」日野町の対応は
3	 日野町環境基本計画がスタートするに当たり

P.16

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 役場北側駐車場における駐車車両について

2	 区長、町代用タブレット端末の費用対効果について P.17

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 子育て支援の充実について

2	 熱中症対策について P.18

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき 1	 日野町の視点で考えるコメ問題

2	 戦後80年の取り組みについて
3	 自治会活動への女性や若者参画の仕組みは

P.19

12 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 地域のまちづくり総合窓口はどこ？

2	 自分の興味関心を知るための授業は？ P.20

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 低所得世帯支援の現状と今後の取り組みを問う

2	 進む高齢化への対応と福祉施策のあり方を問う P.21

高齢者の健康づくりの担い手は誰なのか

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業

計
画（
第
9
期
）が
あ
る
が
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
関

し
て
は
ど
の
よ
う
な
指
標
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
は
各
地
域
に
、主
体

的
に
担
う
組
織
団
体
等
は
あ

る
の
か
。

③「
介
護
予
防
教
室
等
の
高
齢

者
の
通
い
の
場
の
参
加
」が
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
根
拠
は
あ
る
の
か
。

①「
い
き
い
き
過
ご

せ
る
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
」と
い
う
施
策
目

標
を
定
め
、２
つ
の
指
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。一
つ
目
は

「
介
護
予
防
教
室
等
の
高
齢

者
の
通
い
の
場
の
参
加
率
」

で
、令
和
４
年
度
の
６
・
９
％

か
ら
令
和
８
年
度
に
８
・
０

％
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、令
和
６
年
度
の
実
績
は

７
・
６
％
で
す
。二
つ
目
は

「
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
開
催

団
体
数
」で
、令
和
４
年
度
12

団
体
か
ら
令
和
８
年
度
24
団

体
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、令
和
６
年
度
の
実
績
は

15
団
体
で
す
。

②
地
域
住
民
全
体
が
主
体
と

な
り
ま
す
が
、地
域
の
助
け

合
い
や
支
え
あ
い
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
に
、介
護
保
険

の
事
業
で
あ
る
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
を
配

置
し
、協
議
体
の
設
置
を
具

体
化
し
て
い
き
ま
す
。現
在

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

ア
プ
ロ
ー
チ
も
し
て
い
ま
す

が
、全
体
的
で
は
な
く
、理
事

会
レ
ベ
ル
の
少
な
い
人
数
で

地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
健
康
長
寿
の
３
本
柱
は

「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、サ
ロ
ン

の
参
加
も
健
康
な
状
態
と
要

介
護
状
態
の
中
間
地
点
で
あ

る
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、サ
ロ

ン
の
開
催
や
参
加
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。

　「チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」に
関
し
て
は
、町

長
が
住
民
さ
ん
の
声
を
聴
く

中
で「
バ
ス
を
何
と
か
し
て

ほ
し
い
」と
い
う
声
が
一
番

大
き
か
っ
た
。ま
た
、お
一
人

暮
ら
し
の
方
の
要
望
が
大
き

か
っ
た
、と
も
伺
っ
て
い
ま

す
。そ
の
要
望
も
踏
ま
え
、質

問
し
ま
す
。

①「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
導

入
の
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。

②「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
利

点
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

③
停
留
所
の
拡
大
等
だ
け
で

は
手
段
の
提
供
に
過
ぎ
ず
、

活
用
を
促
進
し
て
高
齢
者
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
外
出
機
会
の

創
出
の
本
当
の
意
義
で
は
な

い
か
。

④
外
出
機
会
の
創
出
の
た
め

の
施
策
を
今
後
実
施
し
て
い

く
予
定
は
な
い
の
か
。

①
国
で
は
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
切
れ
目

の
な
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

（
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）の
普
及
に
向
け

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
導

入
を
推
進
し
て
お
り
、ま
た

当
町
で
は
町
営
バ
ス
が
定
時

定
路
線
で
、限
ら
れ
た
車
両

を
最
大
限
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、運
行
本
数
が
少
な
い

な
ど
利
便
性
が
高
く
な
い
地

域
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
、令
和
５
年
３
月
か

ら
町
営
バ
ス
南
比
・
中
山
線

沿
線
地
域
で「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」の
実
証
実
験
を
行
い
、

利
用
者
に
好
評
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
順
次
運
行
地
域
を
拡

大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
利
用
者
の
予
定
に
合
わ
せ

た
効
率
的
な
ル
ー
ト
や
配
車

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、ま

た
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創

出
な
ど
、多
様
な
移
動
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
の
方
の
外
出
機
会

が
増
え
る
こ
と
で
、体
力
維

持
や
認
知
症
予
防
・
孤
独
感

の
解
消
・
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
維
持
な
ど
、健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

④
町
で
は
令
和
５
年
度
か
ら

長
寿
福
祉
課
や
商
工
観
光
課

等
の
関
係
課
の
ほ
か
、滋
賀

県
や
運
行
事
業
者
、予
約
受

付
業
者
や
社
会
福
祉
協
議
会

等
に
よ
る「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
開
催
し
、最
大
限
使
っ
て

も
ら
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
の
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。成
果
と
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
に
し
た

り
、公
民
館
と
一
緒
に
モ
ル

ッ
ク
の
体
験
会
を
開
催
し
ま

し
た
。ほ
か
に
も
生
涯
学
習

の
事
業
に
チ
ョ
イ
ソ
コ
を
使

っ
て
参
加
い
た
だ
け
な
い
か

協
議
し
て
い
ま
す
。

住民による介護ボランティアなど多様な主体が連携し
健康づくりの機運を醸成したい

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」運
行
拡
大
の
た
め
の
施
策
は
あ
る
の
か

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し

利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
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は
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令和令和77年年６６月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ
ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 	高齢者の健康づくりの担い手は誰なのか

2	 「チョイソコひの」運行拡大のための施策はあるのか P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 河川の（竹や木の伐採など）環境保全について

2	 河川の（災害を未然に防ぐ）浚渫について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 梅雨と台風への準備について

2	 県道土山蒲生近江八幡線の道路改修について P.11

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「松尾公園」新たなステージへ

2	 暮らしと環境と次の時代 P.12

5 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 	子育て情報発信ツール公式LINE　「ひのこどもタウン」

の活用状況について
2	 日野町の人口減・少子化対策について

P.13

6 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 	石楠花観光に行って現地で思ったこと

2	 	大谷公園と松尾公園に子どもと大人が一緒に楽しめる
遊具の設置を

P.14

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 	こども誰でも通園制度について

2	 新こども園の大きさは
3	 給食の無償化について

P.15

8 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き 1	 	まちの財政状況から「未来への投資」をどう考えるの？

2	 「こども誰でも通園制度」日野町の対応は
3	 日野町環境基本計画がスタートするに当たり

P.16

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 役場北側駐車場における駐車車両について

2	 区長、町代用タブレット端末の費用対効果について P.17

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 子育て支援の充実について

2	 熱中症対策について P.18

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき 1	 日野町の視点で考えるコメ問題

2	 戦後80年の取り組みについて
3	 自治会活動への女性や若者参画の仕組みは

P.19

12 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 地域のまちづくり総合窓口はどこ？

2	 自分の興味関心を知るための授業は？ P.20

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 低所得世帯支援の現状と今後の取り組みを問う

2	 進む高齢化への対応と福祉施策のあり方を問う P.21

高齢者の健康づくりの担い手は誰なのか

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業

計
画（
第
9
期
）が
あ
る
が
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
関

し
て
は
ど
の
よ
う
な
指
標
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
は
各
地
域
に
、主
体

的
に
担
う
組
織
団
体
等
は
あ

る
の
か
。

③「
介
護
予
防
教
室
等
の
高
齢

者
の
通
い
の
場
の
参
加
」が
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
根
拠
は
あ
る
の
か
。

①「
い
き
い
き
過
ご

せ
る
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
」と
い
う
施
策
目

標
を
定
め
、２
つ
の
指
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。一
つ
目
は

「
介
護
予
防
教
室
等
の
高
齢

者
の
通
い
の
場
の
参
加
率
」

で
、令
和
４
年
度
の
６
・
９
％

か
ら
令
和
８
年
度
に
８
・
０

％
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、令
和
６
年
度
の
実
績
は

７
・
６
％
で
す
。二
つ
目
は

「
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
開
催

団
体
数
」で
、令
和
４
年
度
12

団
体
か
ら
令
和
８
年
度
24
団

体
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、令
和
６
年
度
の
実
績
は

15
団
体
で
す
。

②
地
域
住
民
全
体
が
主
体
と

な
り
ま
す
が
、地
域
の
助
け

合
い
や
支
え
あ
い
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
に
、介
護
保
険

の
事
業
で
あ
る
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
を
配

置
し
、協
議
体
の
設
置
を
具

体
化
し
て
い
き
ま
す
。現
在

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

ア
プ
ロ
ー
チ
も
し
て
い
ま
す

が
、全
体
的
で
は
な
く
、理
事

会
レ
ベ
ル
の
少
な
い
人
数
で

地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
健
康
長
寿
の
３
本
柱
は

「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、サ
ロ
ン

の
参
加
も
健
康
な
状
態
と
要

介
護
状
態
の
中
間
地
点
で
あ

る
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、サ
ロ

ン
の
開
催
や
参
加
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。

　「チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」に
関
し
て
は
、町

長
が
住
民
さ
ん
の
声
を
聴
く

中
で「
バ
ス
を
何
と
か
し
て

ほ
し
い
」と
い
う
声
が
一
番

大
き
か
っ
た
。ま
た
、お
一
人

暮
ら
し
の
方
の
要
望
が
大
き

か
っ
た
、と
も
伺
っ
て
い
ま

す
。そ
の
要
望
も
踏
ま
え
、質

問
し
ま
す
。

①「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
導

入
の
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。

②「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
利

点
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

③
停
留
所
の
拡
大
等
だ
け
で

は
手
段
の
提
供
に
過
ぎ
ず
、

活
用
を
促
進
し
て
高
齢
者
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
外
出
機
会
の

創
出
の
本
当
の
意
義
で
は
な

い
か
。

④
外
出
機
会
の
創
出
の
た
め

の
施
策
を
今
後
実
施
し
て
い

く
予
定
は
な
い
の
か
。

①
国
で
は
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
切
れ
目

の
な
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

（
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）の
普
及
に
向
け

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
導

入
を
推
進
し
て
お
り
、ま
た

当
町
で
は
町
営
バ
ス
が
定
時

定
路
線
で
、限
ら
れ
た
車
両

を
最
大
限
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、運
行
本
数
が
少
な
い

な
ど
利
便
性
が
高
く
な
い
地

域
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
、令
和
５
年
３
月
か

ら
町
営
バ
ス
南
比
・
中
山
線

沿
線
地
域
で「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」の
実
証
実
験
を
行
い
、

利
用
者
に
好
評
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
順
次
運
行
地
域
を
拡

大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
利
用
者
の
予
定
に
合
わ
せ

た
効
率
的
な
ル
ー
ト
や
配
車

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、ま

た
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創

出
な
ど
、多
様
な
移
動
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
の
方
の
外
出
機
会

が
増
え
る
こ
と
で
、体
力
維

持
や
認
知
症
予
防
・
孤
独
感

の
解
消
・
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
維
持
な
ど
、健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

④
町
で
は
令
和
５
年
度
か
ら

長
寿
福
祉
課
や
商
工
観
光
課

等
の
関
係
課
の
ほ
か
、滋
賀

県
や
運
行
事
業
者
、予
約
受

付
業
者
や
社
会
福
祉
協
議
会

等
に
よ
る「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
開
催
し
、最
大
限
使
っ
て

も
ら
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
の
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。成
果
と
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
に
し
た

り
、公
民
館
と
一
緒
に
モ
ル

ッ
ク
の
体
験
会
を
開
催
し
ま

し
た
。ほ
か
に
も
生
涯
学
習

の
事
業
に
チ
ョ
イ
ソ
コ
を
使

っ
て
参
加
い
た
だ
け
な
い
か

協
議
し
て
い
ま
す
。

住民による介護ボランティアなど多様な主体が連携し
健康づくりの機運を醸成したい

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」運
行
拡
大
の
た
め
の
施
策
は
あ
る
の
か

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し

利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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竹や木の伐採について、当初説明のあった範囲が早急に実施されるよう
県に強く要望する

河川の（竹や木の伐採など）環境保全について

　
国
は
、令
和
元
年

度
の
台
風
19
号
な
ど

で
、河
川
の
排
水
不
良
箇
所

に
起
因
す
る
大
規
模
な
浸
水

被
害
が
多
発
し
た
こ
と
を
受

け
、特
例
措
置
と
し
て「
緊
急

浚
渫
推
進
事
業
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
国
は
さ
ら
に
、緊
急
的
に

浚
渫
を
実
施
す
べ
き
箇
所
は

未
だ
に
数
多
く
残
っ
て
い
る

と
し
て
、令
和
７
年
度
か
ら

５
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
は
、こ
の
５
年
間
、

県
下
全
域
に
お
い
て
、本
事
業

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

中
に
は
、日
野
川・南
砂
川
の

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、５
年
間
で
考
え

る
と
、日
野
町
の
実
施
箇
所

は
ご
く
僅
か
で
、浚
渫
に
つ

い
て
は
、ほ
と
ん
ど
が
河
川

愛
護
事
業
委
託
で
、町
民
に

よ
る「
草
刈
り
」「
川
ざ
ら
え
」

で
す
。他
市
町
と
比
較
し
て

も
、少
し
ず
つ
し
か
進
捗
し

て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、本
年
５
月
か
ら
、

県
が
実
施
中
の
本
事
業
に
よ

る「
日
野
川
環
境
保
全
業
務

委
託
」（
明
治
橋
～
増
田
橋
）

の
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
こ
の
事
業
で
行
う
伐
採
は
、

左
岸（
豊
田
地
域
側
）堤
防
の

内
側
斜
面
は
対
象
で
す
か
。

②
こ
の
事
業
で
は「
浚
渫
」は

対
象
外
で
す
か
。 

③
伐
採
面
積
・
搬
出
な
ど
工

事
量
と
現
状
の
進
捗
状
況
か

ら
工
期
内
に
完
了
し
ま
す
か
。

④
本
事
業
を
実
施
す
る
た
め

の
手
続
き
、手
順
は
。

①
伐
採
範
囲
は
、河

川
中
央
部
の
竹
林
、

雑
木
の
部
分
を
予
定
し
て
い
る
。

②
浚
渫
は
、今
回
の
業
務
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

③
竹
の
密
度
が
濃
く
、処
分

費
が
増
加
し
て
お
り
、想
定

範
囲
の
伐
採
は
で
き
な
い
と

県
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

④
行
政
懇
談
会
の
要
望
箇
所

を
中
心
に
、町
で
整
理
し
て

県
に
要
望
し
て
い
る
。

要
望
と
し
て

　

町
は
、事
前
の
危
険
察
知

に
つ
い
て
、パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
通
じ「
河
川
カ
メ
ラ
」

の
活
用
な
ど
を
検
討
す
る

と
回
答
。河
川
の
浚
渫
は
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
重
要

な
課
題
。地
域
と
行
政
・
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
、共
に

進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

要
望
と
し
て

　

県
は
、事
業
計
画
で
伐
採

が
必
要
だ
と
決
め
て
お
き

な
が
ら「
現
場
の
竹
木
の
量

が
多
け
れ
ば
、予
定
通
り
の

面
積
は
伐
採
で
き
な
い
」と

の
事
だ
が
納
得
で
き
ま
せ

ん
。町
は「
当
初
説
明
の
あ

っ
た
範
囲
が
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
県
に
強
く
要

望
す
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

県
は
、一
級
河
川
の
管
理

者
で
あ
る
た
め
、本
事
業
は
、

当
初
に
発
注
し
た
事
業
量

は
、県
の
責
任
で
最
後
ま
で

や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

河
川
の（
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
）浚
渫
に
つ
い
て

　
河
川
の
浚
渫
は
、

洪
水
防
止
・
水
質
改

善・生
態
系
の
保
護・橋
梁
な

ど
構
造
物
の
安
全
確
保
と
い

う
重
要
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、佐
久
良
川
の
中
之

郷
地
区
の
よ
う
に
幅
員
が
広

く
、河
床
が
浅
い
、両
側
に
人

家
が
あ
る
と
こ
ろ
は
集
中
豪

雨
に
よ
り
氾
濫
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。私
は
、特
に
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、こ
う
し

た
集
落
を
抽
出
し
、県
事
業

と
し
て
浚
渫
を
さ
れ
、根
本

的
な
解
決
を
図
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。そ
こ
で
以
下
の
質

問
を
し
ま
す
。

①
町
の
河
川
の
浚
渫
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

②
町
の
河
川
の
浚
渫
に
つ
い

て
、県
へ
の
要
望
内
容
は
。

③
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に

お
け
る
浚
渫
の
内
容
は
。

④
こ
の
５
年
間
、滋
賀
県
が

取
り
組
ん
だ「
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
」の
実
績
の
内
、日
野

町
に
係
る
内
容
は
。ま
た
、整

備
後
に
お
け
る
地
域
の
喜
び

の
声
を
併
せ
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
本
事
業
の
滋
賀
県
に
お
け

る
今
後
の
計
画
は
。

①
河
川
愛
護「
川
ざ

ら
え 

」を
中
心
と
し
、

河
川
の
土
砂
の
堆
積
量
が
膨

大
な
も
の
は
、県
に
要
望
し

て
い
る
。

②
県
と
合
同
の
パ
ト
ロ
ー
ル

時
に
お
い
て
現
地
確
認
。各

地
区
の「
行
政
懇
談
会
」で
要

望
を
受
け
て
県
に
要
望
。

③
町
予
算
は
、河
川
愛
護
活

動
事
業
の
川
ざ
ら
え
分
で
23

地
区
、１
千
1
5
0
万
円
。

④［
浚
渫
］南
砂
川
鎌
掛
地
区

（
令
和
３
・
令
和
５
年
度
）

［
伐
竹
］日
野
川
猫
田
、別
所
、

豊
田
地
区（
令
和
６
年
度
）

「
大
雨
が
降
っ
て
も
こ
れ
で

安
心
で
き
る
」と
地
域
の
声
。

⑤
滋
賀
県
の
今
後
５
年
間
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

 

行
政
懇
談
会
で
の
地
域
要
望
を
現
地
確
認
し
県
に
要
望
す
る
。危
険
な

箇
所
の
察
知
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ「
河
川
カ
メ
ラ
」の
活
用
を
検
討
す
る
。

鎌掛　南砂川
浚渫前

鎌掛　南砂川
浚渫後(完了)
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一 質般 問

県
道
が
町
道
に
移
管
さ
れ
る
際
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
調
整
す
る

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線
の
道
路
改
修
に
つ
い
て

梅雨と台風への準備について

河川改修、浚渫、伐採については引き続き県に要望する

　
い
よ
い
よ
雨
の
季

節
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
わ
が
日
野
町
に
お
い
て
も

充
分
に
大
雨
に
備
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　
個
人
で
出
来
る
対
策
は
住

民
各
自
で
行
う
こ
と
が
大
切

な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、個
人
で
出
来
る
対
策
に

は
限
界
が
あ
り
、公
共
事
業

に
お
い
て
、河
川
の
氾
濫
へ

の
備
え
や
土
砂
災
害
等
、多

様
な
局
面
を
想
定
し
た
対
策

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。特
に

河
川
の
浚
渫
や
雑
木
の
除
去

等
は
公
共
の
責
務
に
お
い
て

適
切
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　
鎌
掛
地
域
で
も
大
掛
か
り

な
浚
渫
工
事
を
実
施
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、ま
だ
浚
渫
が

必
要
な
箇
所
が
残
っ
て
い
ま

す
。特
に
日
野
川
の
御
代
参

橋
下
流
の
雑
木
の
除
去
は
早

急
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
８
月
～
９
月
に

入
る
と
台
風
の
時
期
に
な
る

た
め
、災
害
が
発
生
す
る
前

の
対
策
が
必
要
で
す
。県
へ

の
要
望
も
含
め
、町
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

　

河
川
の
浚
渫
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、河
川
愛
護
活
動
事
業
の

川
ざ
ら
え
で
の
取
組
み
が
可

能
で
す
の
で
、建
設
計
画
課

に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
川
の
御
代
参
橋
、下
流

の
雑
木
に
つ
い
て
は
、行
政

懇
談
会
で
伐
採
の
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、県
と
町
で

の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
現

地
を
確
認
し
、要
望
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。県
へ

の
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、行
政
懇
談
会
で
多
く

の
要
望
の
あ
る
河
川
改
修
・

浚
渫
・
伐
採
、護
岸
の
修
繕
等

は
す
べ
て
の
箇
所
を
東
近
江

土
木
事
務
所
に
要
望
し
て
い

ま
す
。ま
た
、町
か
ら
知
事
へ

の
要
望
時
や
町
村
会
を
通
じ

て
も
河
川

改
修
・
浚

渫
・
伐
採

に
つ
い
て

要
望
し
て

い
ま
す
。

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
鎌
掛
地
区
内
の
重

要
な
生
活
道
路
と
な

っ
て
い
る
県
道
土
山
蒲
生
近

江
八
幡
線
は
平
成
29
年
以

来
、
長
年
の
懸
念
で
あ
っ
た

側
溝
水
路
改
修
と
道
路
全
面

舗
装
を
鎌
掛
１
区
地
先
よ
り

３
区
地
先
ま
で
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
先
が
未
だ
着
手
さ
れ
ず

現
状
の
ま
ま
で
す
。

　
ま
た
、
区
間
内
の
大
窪
地

先
や
小
井
口
地
先
は
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
が
幅
員
も

狭
く
危
険
な
箇
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。
加
え
て
近
年
は
、

路
面
や
側
溝
の
い
た
み
も
激

し
く
住
民
か
ら
の
要
望
も
強

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
県
道
で
す
が
、
町

道
へ
の
移
管
が
進
め
ば
、
維

持
、管
理
が
案
じ
ら
れ
ま
す
。

住
民
が
日
常
使
用
す
る
生
活

道
路
で
あ
り
、
早
期
の
改
修

を
要
望
す
る
も
の
で
す
が
、

町
と
し
て
の
考
え
や
対
策
を

伺
い
ま
す
。

　

県
道
土
山
蒲
生
近

江
八
幡
線
の
町
道
へ

の
移
管
に
係
る
町
道
の
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
定

例
会
議
に
お
い
て
も
、
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
新
た
に
県
道
の

一
部
と
な
る
主
要
地
方
道
土

山
蒲
生
近
江
八
幡
線
に
つ
い

て
は
、
県
に
お
い
て
今
年
度

よ
り
用
地
買
収
に
着
手
さ
れ

る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

要
望
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
道
路
改
修
に
つ
い
て
は
、

行
政
懇
談
会
に
お
い
て
も
毎

年
要
望
い
た
だ
い
て
お
り
、

県
道
が
町
道
に
移
管
さ
れ
る

際
に
整
備
を
行
う
よ
う
要
望

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
予

定
さ
れ
て
い
る
バ
イ
パ
ス
区

間
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、

町
道
へ
の
移
管
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
移
管
に
向
け
て

現
在
の
県
道
土
山
蒲
生
近
江

八
幡
線
の
道
路
改
修
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
県
と
調
整
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
町
道
に
移
管
さ
れ
る

区
間
が
長
く
改
修
が
必
要
な

箇
所
も
数
か
所
あ
り
ま
す

が
、
要
望
い
た
だ
い
た
箇
所

が
で
き
る
だ
け
早
期
に
改
修

で
き
る
よ
う
町
か
ら
県
へ
も

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
道
へ
の
移
管
後

は
町
が
管
理
者
に
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
修
繕
が
生
じ

な
い
よ
う
県
に
お
い
て
事
前

に
道
路
改
修
を
実
施
い
た
だ

き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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住民ニーズを反映した具体的な改善を進めていきます

「松尾公園」新たなステージへ

　
松
尾
公
園
に
つ
い

て
約
２
年
間
執
行
側

と
今
後
の
方
向
性
を
建
設
的

に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。昨

年
度
は
周
辺
環
境
の
保
全
整

備
や
地
元
企
業
寄
付
に
よ
る

大
型
遊
具
の
設
置
な
ど
、よ

り
住
民
目
線
に
立
っ
た
改
善

は
確
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。さ
ら
に
魅
力

的
な
公
園
の
整
備
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
議
論
を
深
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
松
尾
公
園
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

町
内
の
子
育
て
世
代（
０
～

15
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
町
内

在
住
の
20
～
50
代
の
男
女
１

３
１
名
）か
ら
公
園
満
足
度

や
課
題
と
な
っ
て
い
る
池
周

辺
の
整
備
、細
か
な
要
望
等

に
つ
い
て
率
直
な
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
松
尾
公
園
を
中
心
と
し
た

文
化
ゾ
ー
ン
の
在
り
方
を
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
構
想

し
て
い
る
か
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

数
や
内
容
を
見
て
い

る
と
松
尾
公
園
へ
の
関
心
度

の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。特
に

公
園
南
側
池
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て
具
体
的
な
提
案
を
頂

い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、今

後
進
め
て
い
く
基
本
設
計
業

務
に
お
い
て
も
で
き
る
限
り

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
具
体

的
な
構
想
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、子
育
て
環
境
の
充
実

も
踏
ま
え
て
、各
施
設
や
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
住

民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
空

間
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

「
ま
ち
の
た
か
ら
」を
大
切
に
、世
代
を
超
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す

暮
ら
し
と
環
境
と
次
の
時
代

　
自
然
豊
か
な
歴
史

あ
ふ
れ
る
ま
ち
日
野

町
で
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち

は「
環
境
負
荷
」や「
環
境
保

全
」と
い
う
言
葉
に
は
あ
ま

り
な
じ
み
が
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。国
内
で
は
徳
島
県

上
勝
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
80

％
・
生
駒
市
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
真
庭
市
の
バ
イ

オ
マ
ス
・
横
浜
市
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
な
ど
先
進
的
な
自

治
体
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

私
自
身
も
長
年
、環
境
活
動

に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
生

活
を
し
て
き
ま
し
た
。特
に

ap bank(

一
般
社
団
法
人

Ａ
Ｐ
バ
ン
ク・小
林
武
史
氏・

櫻
井
和
寿
氏・坂
本
龍
一
氏)

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
社
会

の
在
り
方
を
模
索
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。日
野
町
環

境
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り

住
民・行
政・関
係
機
関
が
よ

り
連
帯
を
深
め
る
た
め
に
中

期
的
な
環
境
対
策
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
第

６
次
環
境
基
本
計

画
・
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
な
ど
環
境
政
策
を
起

点
と
し
て
様
々
な
経
済
・
社

会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。ま
た

滋
賀
県
は
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ

ー
ル
ズ（
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
）に
お
い

て
琵
琶
湖
を
切
り
口
と
し
て

環
境
と
経
済
・
社
会
を
つ
な

ぐ
健
全
な
循
環
の
構
築
に
向

け
て
連
携
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で

か
ら
公
害
対
策
を
中
心
と
し

た
水
環
境
の
保
全
や
ご
み
減

量
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も

当
町
の
強
み
で
あ
る「
進
取
」

の
気
性
を
活
か
し
な
が
ら

「
ま
ち
の
た
か
ら
」で
あ
る
自

然
環
境
を
守
り
、次
世
代
に

良
い
状
態
で
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
施
策
、ま
た
地
球

規
模
の
環
境
問
題
に
も
目
を

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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一 質般 問

　
町
で
は
、
新
規
事

業
と
し
て
令
和
７
年

５
月
よ
り
子
育
て
世
帯
に
特

化
し
た
L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

①
発
信
内
容
の
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
年
齢
が
０
～
５
歳

の
未
就
学
児
と
限
定
し
た
理

由
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
発
信
方
法
と

の
違
い
は
。　

③
今
後
の
展
望
は
。

①
対
象
者
に
タ
イ
ム

リ
ー
か
つ
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
有
益
な
情
報
を
届
け

る
た
め
。

②
L
I
N
E
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
情
報
を
よ
り
効
果
的

に
継
続
し
て
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

③
地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
、

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
「
ぽ
け
っ

と
」
な
ど
の
活
動
の
様
子
が

具
体
的
に
分
か
る
情
報
発
信

を
検
討
し
て
お
り
、
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
全
て
の
課
と

連
携
し
、
効
果
的
な
情
報
発

信
に
努
め
る
。

日
野
町
の
人
口
減・少
子
化
対
策
に
つ
い
て

日
野
町
で
子
育
て
し
た
い
と
思
え
る
自
慢
の
町
を
目
指
す

子育て情報発信ツール公式LINE
「ひのこどもタウン」の活用状況について

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

より良い情報発信、効果的な運用に努める

　
令
和
６
年
４
月
に

県
内
４
ヵ
所
目
と
な

る
児※

１
童
相
談
所
、
日
野
町
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

同
年
５
月
に
は
少※

２

子
化
対

策
・
子
ど
も
未
来
戦
略
会
議

を
立
ち
上
げ
た
。
歯
止
め
の

利
か
な
い
人
口
減
、
少
子
化

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

①
戦
略
会
議
を
経
て
出
さ
れ

た
事
業
は
。

②
児
童
相
談
所
と
は
別
に
設

置
さ
れ
た
日
野
町
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
と
は
。

③
町
の
教
育
で
ア
ピ
ー
ル
出

来
る
も
の
は
。

①
令
和
７
年
２
月
２

５
日
付
『
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
施
策
』
の

資
料
に
あ
る
中
の
新
規
お
よ

び
拡
充
と
記
載
が
あ
る
事
業

が
そ
れ
に
当
た
る
も
の
で
あ

る
。

②
日
野
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
役
場
１
階
の
子
ど
も

支
援
課
内
に
あ
り
、
主
に
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す

る
様
々
な
相
談
が
出
来
る
窓

口
で
あ
る
。

③
日
野
町
の
特
色
と
し
て

・�

各
地
区
公
民
館
行
事
、
少

年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
取
り

組
み

・�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支
援
、

町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育

む
取
り
組
み

・�

地
場
産
品
、
有
機
米
を
使

用
し
た
生
産
者
や
調
理
員

の
顔
が
見
え
る
給
食

・
コ※

３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

の
導
入

な
ど
４
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
要
望
と
し
て

　

こ
の
事
業
は
ス
タ
ー
ト

し
て
１
ヶ
月
程
で
す
。こ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
努
め

て
い
た
だ
き
、半
年
後
、１

年
後
に
は
住
民
の
方
々
に

素
晴
ら
し
い
事
業
だ
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、通
称
名
を

付
け
る
こ
と
を
検
討
し
て

頂
く
よ
う
要
望
し
た
。

※
１�

児
童
相
談
所
と
は
、子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
、様
々
な
側

面
か
ら
支
援
を
行
う
県
の

機
関
。

※
２�

少
子
化
対
策
・
子
ど
も
未

来
戦
略
会
議
と
は
少
子
化

対
策
、子
育
て
支
援
を
強

化
す
る
た
め
の
施
策
や
予

算
、財
源
に
つ
い
て
検
討

す
る
会
議
。

▶�

日
野
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
窓
口

▶「
ひ
の
こ
ど
も
タ
ウ
ン
」

　
登
録
用
二
次
元
コ
ー
ド

▲つどいのひろば「ぽけっと」の外観

▲資料読取り
二次元コード

※
３�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
と
は
、保
護
者
や
地
域

住
民
が
学
校
運
営
に
参
画

し
、「
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
」を
目
指
す
も
の
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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�

大
谷
公
園
と
松
尾
公
園
に

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
遊
具
の
設
置
を

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
５
月
５
日
に

鎌
掛
に
あ
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
渓

谷
に
行
き
、開
花
し
た
石
楠

花
の
花
を
観
賞
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、ず
っ
と
昔
に
見

た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
の「
し

や
く
な
げ
の
花
」を
思
い
出

す
と
、花
の
量
が
減
っ
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
鈴
鹿
国
定
公
園
内

で
あ
り
、こ
の
石
楠
花
は
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、人
の
手
を
加
え
る

こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
、雑
木
に
押
さ
れ
て
花
が

減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。し
か
し
、国
定
公
園
内

で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
そ
の

ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
の

で
は
な
く
、行
政
が
主
体
と

な
っ
て
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
の

手
入
れ
が
で
き
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
、雑
木
を
取
り
除

く
な
ど
、復
旧
と
保
全
に
努

め
、必
要
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
こ

と
に
関
し
町
の
考
え
方
が
あ

れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
。

　

鎌
掛
谷
ホ
ン
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
群
落
は
、本

来
高
地
で
自
生
す
る
ホ
ン
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
が
低
地
に
広
範
囲

に
群
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

昭
和
６
年
に
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。指

定
後
は
観
光
資
源
と
し
て
活

用
さ
れ
、多
く
の
来
訪
客
を

楽
し
ま
せ
、滋
賀
県
の
花
・
日

野
町
の
花
に
指
定
さ
れ
、シ

ン
ボ
ル
と
し
て
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

渓
谷
沿
い
の
ホ
ン
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
群
落
地
は
、急
傾
斜
地

形
の
た
め
管
理
が
困
難
な
こ

と
に
加
え
、温
暖
化
等
の
気

候
変
動
の
影
響
で
樹
勢
が
衰

え
、昭
和
40
年
代
以
降
に
は

部
分
崩
落
が
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。町
で
は
各
分

野
の
専
門
家
に
よ
り
現
状
調

査
を
行
い
、国
や
県
の
指
導

の
も
と
環
境
整
備
・
回
復
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。引
き

続
き
生
育
状
況
の
観
察
に
よ

り
適
切
な

保
存
・
活

用
に
努
め

て
い
き
ま

す
。

　
日
野
町
に
は
代
表

的
な
公
園
と
し
て

「
大
谷
公
園
」と「
松
尾
公
園
」

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
２
つ

の
公
園
を
見
渡
し
て
も
、親

子
で
遊
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り

で
き
る
施
設
や
遊
具
が
少
な

い
の
が
実
情
で
す
。ど
ち
ら

の
公
園
も
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策
、集

い
な
ど
は
で
き
ま
す
が
遊
具

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。た
だ

松
尾
公
園
に
は
２
種
類
ほ
ど

遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が（
下
写
真
参
照
）こ
れ
は
昨

年
の
３
月
に
町
内
の
あ
る
一

企
業
が
善
意
で
寄
附
を
さ
れ

た
遊
具
で
あ
り
、松
尾
公
園

の
面
積
か
ら
す
る
と
小
さ
な

一
角
に
あ
る
わ
け
で
、周
り

の
広
い
面
積
は
全
面
に
芝
生

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、子

ど
も
た
ち
を
惹
き
付
け
る
魅

力
に
欠
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、大
谷
公
園
は
ス
ポ

ー
ツ
を
メ
イ
ン
と
し
た
公
園

の
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

町
民
や
他
市
町
か
ら
の
利
用

者
は
多
い
で
す
。

　
し
か
し
、こ
の
公
園
に
も

そ
の
一
角（
例
え
ば
、今
駐
車

場
に
な
っ
て
い
る
プ
ー
ル
跡

地
）に
遊
具
施
設
が
欲
し
い

も
の
で
す
。ま
た
、松
尾
公
園

は
遊
具
と
散
策
が
充
実
で
き

る
公
園
と
し
て
今
後
力
を
入

れ
て
頂
き
た
い
と
望
む
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
れ
ゆ
え
毎
年
予
算
の
範

囲
内
で
年
に
一
つ
で
も
設
置

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、大
谷

公
園
や
松
尾
公
園
に
行
け
ば

遊
具
が
あ
っ
て
親
子
で
楽
し

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

休
日
に
は
親
子
連
れ
で
に
ぎ

わ
う
と
思
い
ま
す
。

　
当
局
も
こ
の
２
つ
の
公
園

に
国
や
県
の
補
助
金
を
利
用

し
て
遊
具
の
設
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
が
、当
局
の
考
え
が
あ
れ

ば
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
公
園
づ
く
り
支
援
事
業
」で
検
討
す
る

　

大
谷
公
園
と
松
尾

公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、今
年
度
よ
り
国
の
補

助
金
を
活
用
し
た「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
公
園
づ
く
り
支
援

事
業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
の
中
で
遊
具
の
設
置
も
合

わ
せ
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
公
園
の
整
備
に
向
け

て
、利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定
し
て

お
り
、そ
の
結
果
を
基
に
基

本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
業

務
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

生育状況の観察と、適切な保存・活用に努める

石
シ ャ ク ナ ゲ

楠花観光に行って現地で思ったこと

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員
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一 質般 問

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

①
な
ぜ
２
，
８
０
０

㎡（
３
０
０
人
規
模
）

の
認
定
こ
ど
も
園
が
必
要
か

具
体
的
な
根
拠
を
伺
い
ま

す
。

②
幼
稚
園
の
跡
地
を
利
用
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

③
２
８
５
名
の
定
員
で
は

１
，
４
２
５
㎡
の
保
育
室
が

必
要
で
す
。
保
育
室
以
外
の

部
屋
と
し
て
１
，
３
７
５
㎡

も
必
要
な
の
か
、
一
部
屋
の

広
さ
を
ど
の
く
ら
い
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

④
園
庭
、
駐
車
場
の
面
積
は

ど
れ
く
ら
い
か
伺
い
ま
す
。

⑤
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
定
員
予
定

数
と
し
て
約
2
8
5

名
。
保
育
現
場
の
声
や
「
提

言
」
な
ど
も
踏
ま
え
、
病
後

児
保
育
室
や
職
員
休
憩
室
、

保
護
者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
等

の
必
要
な
諸
室
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
今
後
基
本
設
計

の
段
階
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
、
保
育
者
に
と

っ
て
働
き
や
す
い
施
設
整
備

を
目
指
す
。

②
新
こ
ど
も
園
の
整
備
用
地

と
し
て
、
園
舎
、
園
庭
、
駐

車
場
の
面
積
を
合
わ
せ
る

と
、
約
１
０
，
０
０
０
㎡
以

上
の
敷
地
面
積
が
必
要
と
見

込
ん
で
い
る
。
再
編
整
備
対

象
と
な
る
既
設
幼
稚
園
の
跡

地
利
用
で
は
、
面
積
不
足
か

ら
、
当
該
地
を
整
備
用
地
と

す
る
と
は
想
定
し
て
な
い
。

③
国
基
準
通
り
で
は
「
狭

い
」
と
現
場
か
ら
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
近
年
の
保
育
ニ

ー
ズ
（
病
後
児
保
育
室
・
職

員
休
憩
室
・
交
流
ス
ペ
ー
ス

等
）
に
対
応
す
る
場
所
、
部

屋
が
必
要
。
ま
た
新
園
舎
立

ち
上
げ
の
た
め
に
現
場
の
声

を
聞
く
目
的
で
、
部
会
を
立

ち
上
げ
検
討
し
て
い
る
。

④
園
庭
が
２
，０
０
０
㎡
～

２
，５
０
０
㎡
、 

駐
車
場
が

５
，０
０
０
㎡
と
考
え
て
い

る
。

⑤
解
体
を
し
て
、
駐
車
場
利

用
（
地
域
の
方
、
小
学
校
の

方
）
と
新
し
い
宅
地
に
利
用

を
想
定
し
て
い
る
。

①
12
月
議
会
で
提
出

さ
れ
た
請
願
署
名

「
学
校
給
食
の
充
実
と
無
償

化
を
求
め
る
請
願
」
が
議
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
野

町
で
は
、
学
校
給
食
の
無
償

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
伺
い
ま
す
。

②
「
学
校
給
食
の
充
実
と
無

償
化
を
求
め
る
請
願
」
署
名

で
2
，
8
4
2
人
の
町
民
の

方
が
「
給
食
を
無
償
に
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
議
会
で
も
採

択
さ
れ
て
い
る
中
で
、
何
も

し
な
い
と
い
う
こ
と
か
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

③
住
民
の
声
も
上
が
っ
て
お

り
、
議
会
で
も
採
択
さ
れ
た

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

①
国
の
無
償
化
の
動

向
を
注
視
し
て
い

く
。
町
の
財
政
状
況
を
も
鑑

み
、
ま
ず
は
請
願
項
目
に
も

あ
り
ま
し
た
、
地
元
食
材
を

生
か
し
、
安
全
で
豊
か
な
給

食
を
実
現
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

②
給
食
無
償
化
に
す
る
に

は
、
財
政
負
担
が
一
番
大
き

い
。
ま
た
日
野
町
と
し
て

は
、
米
代
を
無
償
に
し
て
い

る
。
物
価
高
騰
で
給
食
費
を

値
上
げ
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
わ
が

町
は
上
げ
て
い
な
い
。
給
食

費
の
無
償
化
を
実
行
す
る
な

ら
ば
新
た
な
財
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
は
保

護
者
の
方
に
給
食
費
の
負
担

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

無
償
化
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
町
民
全
体
で
負
担
す
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
貰

う
事
に
な
る
。
今
の
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

日
野
町
の
学
校
給
食
で
大
切

に
し
て
き
た
所
を
し
っ
か
り

守
る
。
物
価
高
騰
対
策
を
し

っ
か
り
し
て
、
高
騰
分
を
保

護
者
に
転
嫁
し
て
、
給
食
費

の
値
上
げ
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
努
力
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

③
議
会
に
お
い
て
も
採
択
さ

れ
て
お
り
、
国
の
方
で
も
無

償
化
に
つ
い
て
の
世
論
は
盛

り
上
が
っ
て
い
る
が
、
予
算

を
考
え
る
と
な
か
な
か
難
し

い
の
で
国
の
動
向
を
見
守
り

た
い
。

　

全
く
無
償
化
を
し
て
い
な

い
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
一

定
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

低
所
得
者
の
方
へ
は
、
給
食

費
が
無
償
と
な
る
よ
う
町
か

ら
援
助
し
て
い
る
。

国
の
無
償
化
の
動
向
を
注
視
し
て
考
え
る

町独自に上乗せしての助成は考えていない　

2歳までの子のおむつ代への助成を求めます
保育ニーズにこたえるため、10,000㎡必要

新こども園の大きさは

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員
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まちの財政状況から「未来への投資」をどう考えるの？

　
町
の
財
政
の
こ
と

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
い
て
、将
来
の
見
通
し

が
ど
う
な
る
の
か
、で
き
る

限
り
調
査
分
析
し
て
明
ら
か

に
し
、持
続
可
能
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
も
デ
ー
タ
を
用
い
た

資
料
を
も
と
に
、町
の
財
政

の
こ
と
、こ
れ
か
ら
将
来
の

た
め
に
進
め
る
大
型
投
資
案

件
の
こ
と
、双
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
デ
ー
タ
は
、令
和

５
年
度
決
算
確
定
に
伴
う
財

政
状
況
資
料
集
か
ら
調
査
し

ま
し
た
。（
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
財
政
状
況
資

料
集
」と
検
索
す
れ
ば
出

て
き
ま
す
）

　

こ
の
資
料
集
に
は

市
町
村
財
政
比
較
分

析
表
な
ど
が
あ
り
、日

野
町
と
同
じ
類
似
団

体
の
平
均
値
を
グ
ラ

フ
で
見
る
こ
と
が
で

き
、歳
出
決
算
分
析
表

か
ら
は
住
民
一
人
当

た
り
の
コ
ス
ト
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
指
標

を
６
点
上
げ
、日
野
町
と
同

じ
類
似
団
体
で
あ
る
愛
荘
町

も
調
査
し
て
み
ま
し
た
。（
左

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
使
用

し
た
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）こ
れ
ら
の
分
析
デ
ー

タ
か
ら
、ど
う
読
み
解
き
傾

向
を
ど
う
掴
ん
で
い
く
の
か
、

実
施
さ
れ
る
政
策
の
優
先
度

に
問
題
は
な
い
の
か
、大
事

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
町
の
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率（
自

由
に
使
え
る
余
裕
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
）（
資
料
左
）が
上

昇
、そ
の
経
常
経
費
で
あ
る

人
件
費
が
多
く
の
コ
ス
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。（
資
料
左
下
）

①
こ
の
人
件
費
の
上
昇
と
、

②
財
政
規
律
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
認
識
し
た
上
で
、

「
未
来
へ
の
投
資
」と
し
て
、

③「
新
こ
ど
も
園
建
設
」の
用

地
買
収
・
基
本
設
計
業
務
等

の
予
算
は
、９
月
補
正
予
算
で

計
上
で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

④
少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の

再
編
整
備
計
画
や
、老
朽
化

が
進
む
必
佐
小
学
校
の
大
規

模
改
修
は
、公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
き
検
討

を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

町
の
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

⑤
観
光
施
設
整
備
事
業
で
旧

の
平
和
堂
跡
地
に「
観
光
ト

イ
レ
」の
整
備
を
行
う
と
あ

る
。（
既
に
詳
細
設
計
済
）い
つ
、

予
算
計
上
の
見
込
み
な
の
か
。

⑥
町
の
宅
地
開
発
の
政
策
を

打
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い

か
、そ
れ
ぞ
れ
伺
い
ま
す
。

　

①
人
件
費
の
上
昇
は
、

令
和
５
年
度
に
０
・

96
％
、令
和
６
年
度
に
２
・
76

％
と
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
増
額
改
定
し
て

お
り
、令
和
７
年
度
に
は
地

域
手
当
２
％
を
新
た
に
支
給

し
て
い
ま
す
。こ
の
人
件
費

の
増
加
は
、町
財
政
の
硬
直

性
を
高
め
る
恐
れ
が
あ
り
、

注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
財
政
規
律
は
、単
年
度
の

収
支
に
注
視
し
つ
つ
も
、大

型
投
資
を
見
据
え
た
中
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
新
こ
ど
も
園
建
設
の
た
め

の
補
正
予
算
は
、９
月
定
例

会
議
で
計
上
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
必
佐
小
学
校
の
大
規
模
改

修
は
、子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
環
境
を
保
障
す
る
点
か
ら
、

今
年
度
中
に
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、令
和
８
年
度
中
に
方

向
性
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
観
光
ト
イ
レ
の
設
置
工
事

の
予
算
は
、財
政
状
況
を
鑑

み
、出
来
る
だ
け
早
期
に
予

算
計
上
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑥
宅
地
開
発
は
、民
間
に
よ

る
開
発
も
含
め
、地
域
の
実

情
に
沿
っ
た
法
令
の
弾
力
的

な
運
用
と
緩
和
策
に
つ
い
て
、

県
等
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

必佐小学校の大規模改修、今年度中に委員会を立ち上げる

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

全国平均 93.1
滋賀県平均 91.8

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 類似団体順位
日野町 87.4 87.0 88.2 94.0 84.6 89.6 93.3 81.7 90.8 94.2 31/37
愛荘町 87.0 91.3 91.8 98.4 94.4 94.2 91.9 86.9 93.1 95.4 34/37

類似団体平均値 85.0 84.7 86.3 87.9 87.9 88.4 88.3 83.8 87.3 87.3

総務省の財政状況資料集から作成

財政構造の弾力性　経常収支比率　推移　（日野町・同じ類似団体である愛荘町）
①

（単位 ％）

70.0
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110.0

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
日野町 愛荘町 類似団体平均値

愛荘町のコメント 令和５年度（要約）
個人町民税、固定資産税の増による町税の増などにより経常一般財源が増加した。
経常経費は臨時財政対策債等の償還開始に伴い公債費が増などにより、前年度より増加した。
今後は公共施設の最適配置などの行財政改革を推進し、経常経費の削減に努める。

日野町のコメント 令和５年度（要約）
人件費の増加や物件費、補助費等の経費の増加が上げられる。
臨時財政対策債および町税が減少している一方、地方（普通）交付税の増加が要因。
今後も財政構造の硬直化が進むことが懸念されることから、引き続き経常経費の縮減に努める。

山本秀喜の考察
日野町の経常収支比率が高く推移してきたとみていたが、愛荘町も随分高めであった。両町とも類似団体順位としては良くない。
他の市町も調査してみると、100％超えもあった。愛荘町は経常収支比率に占める公債費の割合が高かった。臨時財政対策債な
どの償還増が要因だった。日野町は人件費で高く、愛荘町は公債費で高い。ここのバランスに注目しなければならない。日野町
は今後大型公共投資による地方債が増えてくれば、更に高く推移してくるのか。注視していく。

自由に使えるお金がどれくらいあるかという財政構造の弾力性を示すもの

全国平均 80,168
滋賀県平均 76,584

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 類似団体順位
日野町 69,934 69,424 70,391 70,975 71,990 71,811 95,173 98,291 101,491 106,217 3/37
愛荘町 57,182 58,917 59,628 60,376 60,133 58,290 73,726 76,170 75,894 78,930 19/37

類似団体平均値 62,372 64,158 63,599 63,745 63,072 62,963 71,124 75,794 76,322 78,624

総務省の財政状況資料集から作成

人件費　推移　（住民一人当たりのコスト）（日野町・愛荘町）
②

（単位 円）
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平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
日野町 愛荘町 類似団体平均値

日野町 会計任用職員制度の導入により、大幅に上昇している

山本秀喜の考察
日野町の人件費は、令和２年度に会計任用職員制度の導入により、元々非常勤職員の賃金は物件費に含まれていたことから
人件費に移行し、以降、大幅に上回る結果となっている。日野町は地域性もあり、会計任用職員によって事業が成り立って
いることを理解しておく必要がある。全国平均、滋賀県平均、愛荘町よりも大きく上回っていることが分かる。
また、公務員の公平性から日野町にも令和7年度から地域手当も導入され、議員報酬も改定されていることから、更に上振
れすることを認識しておくことが必要。

議員報酬・各種委員報酬、町職員の給与などの費用

右の二次元コードから一般質問で使用したデー
タ資料（6枚）を見ることができます。町の財政、
住民一人当たりのコストなど、類似団体の愛荘
町のデータも入れてグラフにしています。
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一 質般 問

今後のスペース不足の対応は近隣町有地での対応が考えられる

役場北側駐車場における駐車車両について

区
長
、町
代
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
の
日
野
町
防
災
ア
プ
リ
と
併
せ
て
効
果
を
高
め
た
い

　
町
職
員
に
は
町
の

給
与
に
関
す
る
条
例

や
規
則
で
通
勤
手
当
の
事
が

定
め
ら
れ
そ
こ
で
通
勤
手
段

に
つ
い
て
①
公
共
交
通
機
関

②
自
家
用
車（
自
転
車
含
む
）

③
上
記
の
併
用
に
分
類
し
、

片
道
２
㎞
未
満
の
方
に
は
適

用
さ
れ
ず
、自
家
用
車
利
用

者
に
は
距
離
に
応
じ
て
算
定

さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
通
勤
手
当
支
給
の
前
に
届

出
た
交
通
手
段
が
適
正
か
管

理
者
が
判
断
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、事
後
の
一
定

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
点
検
し
て

い
る
か
尋
ね
ま
す
。

　
税
務
申
告
の
時
な
ど
一
部

の
日
で
駐
車
場
が
逼
迫
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
通
勤
用
自

家
用
車
利
用
者
の
数
は
把
握

で
き
て
い
ま
す
か
。

　
他
市
町
で
は
職
員
の
駐
車

場
利
用
者
に
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、建
物

増
設
等
で
将
来
駐
車
場
ス
ペ

ー
ス
が
足
り
な
く
な
っ
て
き

た
場
合
ど
う
す
る
か
現
時
点

で
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。駐

車
場
所
の
無
償
提
供
は
問
題

無
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

通
勤
の
手
段
に
つ

い
て
は
、職
員
と
な

る
際
や
変
更
が
あ
っ
た
際
に

通
勤
届
を
提
出
さ
せ
て
お
り

経
済
的
か
つ
合
理
的
な
経
路

や
手
段
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
引
っ
越
し
や
、勤
務
地

が
変
わ
る
人
事
異
動
が
あ
っ

た
場
合
、対
象
の
職
員
の
通

勤
届
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

自
家
用
車
の
届
出
を
し
て

い
る
職
員
は
今
年
４
月
１
日

現
在
で
正
規
職
員
と
会
計

年
度
任
用
職
員
を
合
わ
せ

2
1
3
名
で
す
。職
員
の
駐

車
区
画
は
約
1
9
0
台
分
で

す
が
、育
児
休
暇
等
の
長
期

休
暇
や
、通
勤
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
片
道
２
㎞
未
満
の

職
員
の
中
に
は
徒
歩
通
勤
す

る
者
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら

適
正
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
不

足
時
の
対
応
は
、ま
ず
は
近

隣
で
差
し
支
え
の
な
い
範
囲

で
の
町
有
地
の
利
用
も
考
え

ら
れ
ま
す
。ま
た
職
員
が
通

勤
に
使
う
自
家
用
車
を
役
場

庁
舎
の
駐
車
場
に
無
償
で
駐

車
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
は
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
各
自
治
会
の
区
長

や
町
代
に
防
災
用
と

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配

付
さ
れ
て
い
ま
す
。一
般
住

民
の
方
に
は
馴
染
み
の
な
い

も
の
で
す
。何
人
か
の
自
治

会
長
に
尋
ね
て
も
積
極
的
な

利
用
が
な
さ
れ
て
な
い
よ
う

で
し
た
。こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
目
的
や
費
用
、

維
持
コ
ス
ト
を
改
め
て
伺
い

ま
す
。

　
利
用
さ
れ
て
い
る
地
区
の

好
事
例
は
把
握
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

　
ま
た
過
去
に
起
こ
っ
た
災

害
時
の
本
シ
ス
テ
ム
の
利
用

状
況
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
費
用
対
効
果
を
町
と
し
て

ど
う
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
導
入
時
の
利
用
想
定
と
現

状
に
乖
離
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
過
去
に
土
砂
な
ど
の
災
害

が
あ
っ
た
地
区
に
は
限
定
で

全
戸
配
布
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ス
マ
ホ

の
日
野
町
防
災
ア
プ
リ
と
表

裏
一
体
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム

で
す
。防
災
ア
プ
リ
取
得
数

の
拡
大
や
普
及
に
つ
い
て
担

当
課
の
今
後
の
方
針
を
伺
い

ま
す
。　

災
害
時
に
町
か
ら

の
情
報
伝
達
の
多
重

化
を
図
る
こ
と
に
加
え
町
へ

の
被
害
状
況
報
告
や
区
長
か

ら
住
民
へ
の
情
報
発
信
を
可

能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、共

助
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
導
入
し
ま
し

た
。ま
た
シ
ス
テ
ム
構
築
や

公
民
館
分
を
含
む
1
5
0
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
費
用
等
、

全
体
で
3
4
1
0
万
円
で
導

入
し
ま
し
た
。年
間
の
維
持

費
用
は
2
2
5
万
円
で
す
。

　

日
常
に
お
い
て
は
、自
治

会
行
事
の
お
知
ら
せ
や
道
路

通
行
止
め
情
報
、ま
た
会
議

の
開
催
連
絡
な
ど
住
民
へ
の

情
報
伝
達
に
利
用
さ
れ
て
い

る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
の
台
風
時
に
は
２

自
治
会
か
ら
本
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
報
告
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
き
な
災
害
が
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
地
区
は
一
部
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。一
定
の

地
区
に
全
戸
配
布
す
る
こ
と

も
効
果
的
と
存
じ
ま
す
が
、

本
シ
ス
テ
ム
の
様
々
な
機
能

活
用
と
ス
マ
ホ
へ
の
日
野
町

防
災
ア
プ
リ
の
登
録
者
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
本
シ
ス
テ

ム
の
効
果
を
最
大
限
に
高
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
情
報
の
伝
達
手
段
の

一
つ
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑

み
、出
前
講
座
や
防
災
学
習

会
、防
災
士
連
絡
会
の
機
関

紙
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
、普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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第
６
次
総
合
計
画

の
計
画
期
間
が
５
年

目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

住
民
意
識
調
査
を
実
施
さ
れ

た
。町
の
出
生
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、少
子
化
は
進
ん

で
い
ま
す
。安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
、子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
を
目
指
し
て
伺
う
。

①
住
民
意
識
調
査
の
結
果
を

ど
う
受
け
止
め
、ど
う
活
か

さ
れ
る
の
か
。

②
町
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、

利
用
者
に
充
実
し
た
支
援
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

③「
日
野
町
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」に
お
む
つ
替
え・授

乳
が
で
き
る
施
設
と
し
て
民

間
施
設
11
ヶ
所
、公
共
施
設

13
ヶ
所
が
あ
る
が「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」事
業
と
し
て
出
来

な
い
の
か
。

④
総
合
計
画
の
施
策
に
子
育

て
に
や
さ
し
い
風
土
づ
く
り

が
あ
り
ま
す
。役
場
の
待
合

場
所
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
親
子
で
来
庁
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
出

来
な
い
の
か
。

①
５
年
前
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
と
比
較
し

て
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
お
り
、

町
の
保
育
・
子
育
て
施
策
を

評
価
い
た
だ
け
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。引
き
続
き
、社
会

情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
捉
え
、少
子
化
・
子
育
て
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
産
後
ケ
ア
事
業
は
、令
和

４
年
度
か
ら
実
施
し
、令
和

７
年
度
か
ら
は
県
内
19
市
町

が
医
師
会
と
助
産
師
会
に
対

し
集
合
契
約
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
。

③「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」事
業
は

乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
、

外
出
先
で
も
安
心
し
て
授
乳

や
お
む
つ
交
換
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
事

業
所
や
施
設
を
市
町
が
認
定

し
、住
民
へ
広
く
、分
か
り
易

く
周
知
す
る
事
業
で
、多
く

の
市
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」事
業
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、分
か
り
易
い

周
知
方
法
等
検
討
し
て
い
く
。

④
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、来
庁
者
の
ス
ム
ー
ズ

な
動
線
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

観
点
等
配
慮
す
べ
き
点
が
多

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
気
温
は
全
国
的
に

平
年
よ
り
高
い
見
通

し
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。熱

中
症
に
か
か
り
救
急
車
で
運

ば
れ
た
患
者
数
は
、年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、今
年
も
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。町
の
熱
中

症
対
策
を
伺
う
。

①
指
定
暑
熱
避
難
施
設（
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）に

つ
い
て
、危
険
な
暑
さ
か
ら

避
難
で
き
る
場
所
と
し
て
指

定
し
た
施
設
で
熱
中
症
予
防

の
た
め
、休
憩
で
き
る
場
所

と
し
て
い
る
が
、今
後
指
定

施
設
は
増
え
る
の
か
。

②
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、住

民
へ
の
周
知
方
法
は
。

③
今
年
の
学
校
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

①
日
野
町
に
お
け
る

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
つ
い
て
は
、現
在
、公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
９
ヶ

所
、民
間
施
設
１
ヶ
所
を
指

定
し
て
い
る
。施
設
等
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、施
設

管
理
者
と
の
協
議
を
行
い
、

指
定
し
て
い
き
た
い
。

②
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
日
野
め
ー

る
、防
災
ア
プ
リ
で
お
知
ら

せ
し
、関
係
課
へ
連
絡
し
、町

内
各
施
設
等
へ
伝
達
す
る
た

め
の
連
絡
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。

③
各
学
校
で
は
、朝
一
番
に

「
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
」

を
使
用
し
、警
戒
レ
ベ
ル
や

危
険
レ
ベ
ル
が
何
時
位
か
把

握
し
、対
応
し
て
い
る「
暑
さ

指
数
測
定
装
置
」で
、運
動
場
、

体
育
館
の
暑
さ
指
数
を
測
定
。

結
果
を
昇
降
口
な
ど
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
掲
示
し
、校
内

放
送
で
も
注
意
喚
起
を
し
て

い
る
。保
健
だ
よ
り
で
多
め

の
水
分
を
持
っ
て
く
る
よ
う

情
報
発
信
し
、水
筒
の
水
が

な
く
な
っ
た
児
童
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
を
渡
し
た
り
し

て
い
る
。

農
事
組
合
法
人
や
集
落
営
農
対
象
の
事
業
も
あ
り
相
談
を

社会情勢や住民ニーズの変化を捉え、
　　　　少子化・子育て施策に取り組んでいく

子育て支援の充実について

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、日
野
め
ー
る
、防
災
ア
プ
リ
で
知
ら
せ
る

い
が
、子
育
て
支
援
と
し
て

ど
の
よ
う
な
事
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。
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一 質般 問

　
メ
デ
ィ
ア
で
は
連

日
、
コ
メ
問
題
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
、
⑴
価
格
の
問
題
に
終

始
し
、
原
因
が
あ
い
ま
い
に

さ
れ
て
い
る
⑵
生
産
者
の
視

点
が
後
回
し
⑶
食
糧
問
題
･

農
村
問
題
･
食
の
安
全
、
と

い
っ
た
広
い
視
野
か
ら
見
る

視
点
が
弱
い
、
等
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
を
前
提
に
日
野
町

農
業
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

①
町
内
に
お
い
て
も
耕
作
放

棄
地
や
荒
廃
農
地
が
増
加
し
、

農
家
戸
数
が
こ
の
20
年
で
半

減
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
見

る
か
。

②
第
６
次
総
合
計
画
で
は
農

業
の
持
続
的
発
展
を
め
ざ
す

と
あ
る
。
具
体
的
な
進
捗
状

況
と
見
通
し
を
伺
う
。

③
農
村
集
落
の
持
つ
積
極
面

を
維
持
し
て
い
く
中
で
、
収

益
を
上
げ
、
魅
力
あ
る
農
業

を
と
り
も
ど
す
と
い
う
観
点

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
集
落

の
現
状
と
見
通
し
を
伺
う
。

④
学
校
給
食
へ
の
活
用
、
販

路
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
有
機

農
業
の
育
成
支
援
の
拡
大
の

可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤
国
政
の
課
題
に
つ
い
て
、

町
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

①
当
町
は
山
間
の
農

地
は
も
ち
ろ
ん
、
平

地
で
も
生
産
条
件
が
不
利
な

と
こ
ろ
が
多
い
。
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。

②
各
種
制
度
に
よ
る
支
援
･

提
案
･
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
の
持
続
的
発
展
に
努
め

た
い
。

③
集
落
機
能
の
維
持
困
難
傾

日野町の視点で考えるコメ問題
国の示すルールを遵守し、同じ方向で対応

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

自
治
会
活
動
へ
の
女
性
や
若
者
参
画
の
仕
組
み
は

１
戸
１
票
制
か
ら
１
人
１
票
制
へ
移
行
の
集
落
も

　
７
月
と
８
月
開
催

予
定
の「
自
治
会
活

動
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、自
治
会
活

動
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
集
落
が
少
な
く
な
い

現
状
が
あ
る
。そ
こ
で
当
日

の
運
営
な
ら
び
に
そ
の
後
の

集
落
支
援
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、次
の
諸
点
を
伺

う
。

①
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
、自
治
会
は
と

も
す
れ
ば
、集
約
･
簡
素
化

と
い
っ
た
方
向
に
進
み
が
ち

で
、集
落
の
維
持
･
発
展
と

い
う
観
点
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
な
い
か
。

②
多
忙
化
･
担
い
手
減
少
の

中
で
、前
例
や
モ
デ
ル
に
な

ら
い
、自
治
の
観
点
が
見
失

わ
れ
て
い
な
い
か
。

③
従
来
、集
落
役
員
や
行
事

づ
く
り
は
中
高
年
の
男
性
中

心
･
男
性
目
線
で
行
わ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
。決
定
の「
場
」

に
は
出
に
く
い
、出
る
雰
囲

気
で
な
い
、と
い
う
感
が
大

き
か
っ
た
。青
年
や
女
性
の

参
画
が
ど
の
よ
う
に
意
識
化

さ
れ
て
い
る
か
。

①
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
の
活
動
等
を
尊
重

し
な
が
ら
、自
治
会
が
持
続

し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
か
、共
に
考

え
た
い
。

②
残
す
も
の
、改
善
し
て
い

く
も
の
等
、地
域
の
み
な
さ

ん
で
議
論
い
た
だ
き
、自
治

を
自
分
た
ち
で
担
っ
て
い
く

こ
と
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

③
持
続
可
能
な
自
治
会
運
営

や
、地
域
の
担
い
手
と
い
う

観
点
か
ら
も
、若
者
や
女
性

は
も
と
よ
り
、移
り
住
ん
で

こ
ら
れ
た
方
な
ど
の
参
画
や

意
見
を
取
り
入
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、多
く
の
集
落

が
１
戸
１
票
制
で
あ
る
中
で

近
年
、１
人
１
票
制
を
取
り

入
れ
た
集
落
が
あ
る
。新
し

い
試
み
で
注
目
し
た
い
。

向
は
今
後
、
よ
り
顕
著
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

④
町
内
全
小
学
校
・
幼
稚
園

で
有
機
米
ご
飯
を
導
入
。
公

共
調
達
や
付
加
価
値
販
売
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
、
研
究

し
て
い
く
。

⑤
国
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
た

上
で
対
応
し
て
い
く
。

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年
人口 人 23,022 22,809 22,870 21,873 20,964 
世帯数 戸 6,693 7,131 7,678 7,728 7,932 
農家総数 戸 1,671 1,511 1,309 1,112 833 

農業人口の推移

荒廃農地面積の推移
調査年 再生可能な荒廃農地面積 再生困難な荒廃農地面積
2021年  70.8ha 447.8ha
2022年  99.0ha 447.8ha
2023年 155.0ha 489.6ha

（農業委員会との懇談会資料、農林課提供資料、および「統計でわかる日野のすがた」による）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

地域のまちづくり総合窓口はどこ？
相談先が不明な場合は企画振興課へ

　
堀
江
町
長
２
期
目

の
公
約
の
１
つ「
地

域
の
あ
り
方
検
討
」に
つ
い

て
、今
年
は「
自
治
会
活
動
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」が
開

催
さ
れ
る
。す
で
に
国
は
数

年
前
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
に

活
用
で
き
る
制
度
を
複
数
用

意
し
て
い
る
が
、日
野
町
の

現
状
は
別
々
の
担
当
課
が

各
々
に
働
き
か
け
て
い
る
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
相
談
窓

口
は
ど
こ
な
の
か
？
。「
地
域

運
営
組
織
」「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」

「
第
２
層
協
議
体
」な
ど
が
、

各
地
で
バ
ラ
バ
ラ
に
立
ち
上

が
っ
た
と
し
た
ら
そ
れ
が
計

画
通
り
な
の
か
？
ま
た
、自

ら
情
報
収
集
が
難
し
い
地
域

は
、介
入
し
な
い
と
動
き
出

せ
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　

地
域
の
方
の
相
談

窓
口
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
は
様
々
な
関
係
主
体

が
参
加
す
る
協
議
組
織
が
あ

り
、相
談
の
入
り
口
が「
地
域

自
治
」「
農
地
保
全
」「
生
活
支

援
」な
ど
異
な
る
た
め
、実
際

に
創
意
工
夫
し
た
い
内
容
に

近
い
窓
口
で
相
談
い
た
だ
く

の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
立
ち
上

が
っ
て
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
、

必
要
な
の
は
そ
れ
ら
を
把
握

す
る
役
場
内
の
連
携
体
制
な

の
だ
と
思
う
。ど
の
窓
口
で

相
談
す
る
の
が
良
い
か
不
明

な
場
合
は
、企
画
振
興
課
に

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
適
し
た

課
へ
取
り
次
ぐ
こ
と
が
出
来

る
。ま
ず
は
地
域
で
の
課
題

共
有
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。

自
分
の
興
味
関
心
を
知
る
た
め
の
授
業
は
？

　
第
４
期
日
野
町
教

育
振
興
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

行
動
支
援
」や「
ひ
の
っ
こ
宣

言
」な
ど
新
し
い
取
り
組
み

も
反
映
さ
れ
、「
生
き
る
力
」

や「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」と

い
う
言
葉
が
多
く
登
場
す
る
。

し
か
し
、従
来
の
教
科
学
習

で
い
っ
ぱ
い
で
、隙
間
に「
生

き
る
力
」の
学
習
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
本
来
、自
分
が
興
味
の
あ

る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に

学
ぶ
の
で
あ
っ
て
、学
校
の

勉
強
を
す
れ
ば
人
生
が
豊
か

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。と

い
う
こ
と
は
、「
学
ぶ
力
」を

つ
け
る
た
め
に
は
自
分
が
何

に
興
味
が
あ
る
の
か
を「
自

己
理
解
」す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。学
習
指
導
要
領
を

柔
軟
に
と
ら
え
、最
も
大
切

な「
自
己
理
解
」を
す
る
時
間

を
授
業
で
十
分
に
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
？

　
「
学
ぶ
力
」を
つ
け

る
た
め
に
自
身
の
興

味
関
心
を
知
る
こ
と
が
大
事

と
い
う
の
は
、ま
さ
に
そ
の

通
り
だ
。分
野
で
い
う
と
キ

ャ
リ
ア
教
育
で
、自
分
自
身

で
自
ら
目
標
を
定
め
動
き
出

す
こ
と
が
主
体
的
と
い
え
る
。

学
習
指
導
要
領
で
は
標
準
授

業
時
間
数
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
る
が
、具
体
的
な
授

業
内
容
に
つ
い
て
は
各
学
校

で
任
さ
れ
余
地
が
あ
る
。中

央
教
育
審
議
会
で
も
改
定
の

協
議
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、お
そ
ら
く
学
校
独

自
の
裁
量
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
。

　

時
間
割
に「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
意

識
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も

振
り
返
っ
て
い
る
が
そ
れ
だ

け
で
な
く
、日
常
的
に
振
り

返
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
や
達
成

感
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

自
己
肯
定
感
を
基
盤
と
し
て
、

自
分
自
身
が
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク

ワ
ク
し
て
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。昭
和
の
画
一
的
な
価

値
観
か
ら
平
成
令
和
の
多
様

な
価
値
観
に
移
り
、意
思
を

も
っ
て
自
分
の
幸
せ
は
何
な

の
か
を
考
え
る
の
か
、問
い

か
け
を
し
な
い
ま
ま
人
生
を

歩
む
の
か
で
は
大
き
く
違
う

と
思
う
。

▲�自治会に関する意見交換会が
　実施されました

　
▶

▲�

第
4
期
日
野
町

教
育
振
興
基
本

計
画

授
業
で
は
な
い
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
意
識
し
て
い
る
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一 質般 問

　
低
所
得
世
帯
は
物

価
高
騰
や
雇
用
の
不

安
定
化
に
よ
り
生
活
困
窮
に

陥
り
や
す
く
、健
康
や
教
育

な
ど
に
も
深
刻
な
影
響
が
及

び
ま
す
。手
厚
い
支
援
は
基

本
的
な
生
活
環
境
を
保
障
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す
。ま
た

社
会
的
格
差
の
是
正
に
も
つ

な
が
り
、町
民
間
の
分
断
を

防
ぎ
、福
祉
や
教
育
の
公
平

な
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に

も
不
可
欠
で
す
。

　
低
所
得
世
帯
を
支
え
る
こ

と
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
町
の
持
続
可
能
性
を
維

持
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、

若
年
層
や
子
育
て
世
帯
の
定

住
促
進
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
不
安
な
く
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
が
夢
を
抱
い
て
の
び

の
び
と
育
ち
、医
療
費
を
心

配
せ
ず
に
病
院
で
診
療
を
受

け
ら
れ
、一
日
が
終
わ
り
床

に
就
く
と
き
も
、誰
も
が
不

安
を
抱
か
ず
安
心
し
て
眠
り

に
つ
け
る
、そ
の
よ
う
な
町

に
し
て
い
く
た
め
に
、支
援

の
現
状
、課
題
、今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

住
民
相
談
等
か
ら

物
価
高
騰
が
低
所
得

世
帯
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
と
感
じ
る
。賃
貸
ア
パ
ー

ト
居
住
者
が
町
営
住
宅
入
居

を
希
望
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談

事
業
に
よ
り
、相
談
者
の
状

況
に
合
わ
せ
て
仕
事
の
支
援

や
住
ま
い
の
支
援
、家
計
の

立
て
直
し
支
援
、子
ど
も
の

学
習
や
生
活
支
援
な
ど
を
提

供
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

今
年
度
の
就
学
援
助
制
度

の
申
請
は
2
4
1
件
あ
り
、

認
定
し
た
場
合
、給
食
費
は

全
額
免
除
と
な
る
。学
習
支

援
で
は
所
得
制
限
な
し
で
放

課
後
学
習
や
地
域
未
来
塾
等

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
日
野

町
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
中
高

生
を
対
象
に
学
習
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

　

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方

に
は
食
糧
支
援
、生
活
資
金

の
貸
し
付
け
、救
護
施
設
へ

の
措
置
入
所
、生
活
保
護
等

を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
は

相
談
意
欲
が
無
い
方
や
来
所

で
き
な
い
方
等
も
視
野
に
入

れ
、支
援
機
関
と
連
携
し
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

支援機関と連携し、必要な支援が迅速に届くよう
取り組みを進めていきたい

低所得世帯支援の現状と今後の取り組みを問う

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
日
野
町
の
令
和
５

年
度
高
齢
化
率
は

32・１
％ 

と
滋
賀
県
全
体
の

高
齢
化
率
27
・
１
％
を
上
回

っ
て
お
り
、県
内
で
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
の

一
つ
で
す
。こ
の
状
況
か
ら

当
町
で
は
高
齢
者
福
祉
施
策

や
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
強

化
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
化
対
策
は
地
域
の
持

続
可
能
性
を
確
保
し
、住
民

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支

え
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
や
認
知
症
支
援
、生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な
ど

も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
進
捗
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
、町
民
の

声
を
反
映
し
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

む
け
て
、町
の
高
齢
化
へ
の

対
応
と
、福
祉
施
策
の
あ
り

方
を
問
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
対
応
件
数
は
1
3
9
6
件

で
、職
員
が
訪
問
し
生
活
実

態
を
把
握
し
て
い
る
。移
動

支
援
で
は「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
お
た

す
け
カ
ゴ
ヤ
」を
含
め
、地
域

の
輸
送
手
段
を
総
動
員
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。独
居
高

齢
者
宅
に
は
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
、見
守
り
付
き
配
食
サ

ー
ビ
ス
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
徘
徊
高
齢
者
位
置
情
報

サ
ー
ビ
ス
利
用
助
成
、見
守

り
二
次
元
コ
ー
ド
シ
ー
ル
の

配
布
、民
生
委
員
と
の
連
携
体

制
の
構
築
も
行
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は
平
成

27
年
度
に
17
億
５
千
万
円
で

あ
っ
た
が
、令
和
６
年
度
に

は
18
億
7
3
0
0
万
円
と
な

り
、現
在
月
6
2
0
0
円
の

介
護
保
険
料
は
令
和
22
年
度

に
は
月
8
1
7
6
円
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。課
題
も
多

い
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
涯
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

「
元
気
で
長
寿
！
幸
せ
の
ま
ち

〝
日
野
〟」の
実
現
を
目
指
す
。

進
む
高
齢
化
へ
の
対
応
と
福
祉
施
策
の
あ
り
方
を
問
う

「
元
気
で
長
寿
！
幸
せ
の
ま
ち〝
日
野
〟」の
実
現
を
目
指
す

低所得世帯に対する 
主な支援制度

１.��物価高支援給付金（令和６年度）
２.��低所得子育て世帯加算給付金
３.���子育て世帯生活支援特別給付金�
（ひとり親世帯分）
４.�就学援助制度
５.�福祉医療費助成制度
６.��生活困窮者自立支援制度

※詳しくは役場にご相談ください
・福祉保健課地域共生推進担当
　　0748-52-6524
・子ども支援課
　　0748-52-6583
・教育委員会 子育て・教育相談担当
　　0748-53-3838

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
通
年
議
会
導
入
／
議
員
報
酬
改
定
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員
東近江地区交通安全決起大会 来賓 日野町役場 ４月 ４日 議長、総務常任委員長

春の全国交通安全運動街頭啓発 地域
交流 町内 ４月 ６日

～15日 議員全員

町立小学校入学式 来賓 各町立小学校 ４月 ９日 各小学校区議員
蒲生郡町村議会議長会定期総会 構成員 竜王町役場 ４月17日 議長、副議長
令和７年度 第１回 
市町村長等・議会議員特別セミナー 研修 全国市町村国際文化研修所 ４月21日

～22日 福永・柚木

第３回 日野町国際親善協会理事会 構成員 日野町防災センター ４月23日 総務常任委員長
市町村議会議員研修

「新人議員のための地方自治の基本」 研修 全国市町村国際文化研修所 ５月 ７日 
　～ ９日 柚木

日野町老人クラブ連合会総会 来賓 わたむきホール虹 ５月14日 議長、厚生常任委員長
第37回 日野第二工業団地企業協議会総会 来賓 日野町商工会館 ５月15日 議長、中西

日野川改修期成同盟会定期総会 来賓 近江八幡市安土コミュニ
ティー防災センター ５月16日 議長、産業建設常任委員長

市町村議会議員研修
「自治体決算の基本と実践」 研修 全国市町村国際文化研修所 ５月19日 

　～20日 柚木、加 、後藤

日野町商工会 第65回通常総代会 来賓 日野町商工会館 ５月23日 議長、産業建設常任委員長
多賀町議会視察受入れ 応対 日野町役場 ５月26日 柚木、野矢、後藤、中西
日野観光協会総会 来賓 日野町林業センター ５月26日 副議長
令和７年度
町村議会議長・副議長全国研修会 研修 東京国際フォーラム ５月27日 議長、副議長

日野町青少年育成町民会議総会 来賓 日野公民館 ５月30日 副議長
第55回 日野中学校体育祭 来賓 日野中学校 ６月 ６日 副議長
第60回 滋賀県消防操法訓練大会
操法練習開始式 来賓 日野消防署 ６月14日 議長、副議長、総務常任委員長、

髙橋、加 、後藤

日野小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 ６月26日 議長、副議長、総務常任委員、
西澤

桜谷小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 ６月27日 議長、副議長、総務常任委員、
髙橋、加

南比都佐小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 ６月30日 議長、副議長、総務常任委員
その他	� 通常公務として日野町議会臨時会・定例会議　一部事務組合（東近江行政組合議会） 

議長公務　32件　などがあります。

議員のうごき議員のうごき （令和７年４月１日～６月30日）

　令和７年６月１日から会期を約１年間とする通年議会を導入しました。これまでは年４回（３月、６月、９月、
12月）開会し、会期は約１ヶ月間でした。会期を通年にすることにより、常に議会が活動できる状態になりました。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

⇒閉会 開会⇒ 会期（５月～４月まで） ⇒閉会 開会⇒

６
月
定
例
会
議

９
月
定
例
会
議

12
月
定
例
会
議

３
月
定
例
会
議

６
月
定
例
会
議

招集

会
期
中

会
期
中

会
期
中

会
期
中

会
期
中

招集

通年議会に
なると

どうなるの？

委員会活動では、審議時間が十分に確保でき、議員間討議の活発化や議案
に対する詳細な調査が可能になります。災害などの突発的な対応や緊急の
行政課題などにも速やかに対応でき、議会の機能強化に繋がります。

▶️

通年議会を導入し、議会の活性化を通年議会を導入し、議会の活性化を
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議 長

コ ラ ム

９
月
定
例
会
議（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
９
月
１
日（
提
案
説
明
）	

11
日（
質
疑
）　　
　

　
　
　
12
日（
一
般
質
問
）	

16
日（
一
般
質
問
）

　
　
　
26
日（
委
員
長
報
告・採
決
）

　
広
報
委
員
会
も
新
た
な

メ
ン
バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
第
32
号
の
発
行
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
は
、
全

国
の
議
会
広
報
誌
の
傾
向
や
先
進
事
例
、
住
民
目
線
で

の
誌
面
づ
く
り
を
分
析
し
必
要
に
応
じ
て
大
き
く
誌
面

変
更
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
か
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
溶
け
込
む
広
報
活

動
を
展
開
す
る
か
が
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

議
員
が
自
ら
町
内
各
所
に
赴
き
、
住
民
さ
ん
と
向
き
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
た
な
広
報
活
動
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

福
永　
晃
仁

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
反

映
し
、分
か
り
や
す
く
・
読
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。編

集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　

大
規
模
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
今
後
30
年
以
内
に
80
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と
気

象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
び
た
び
、
各
地
域
で
発
生
し
て
い
る
地
震
情
報
が
テ

レ
ビ
や
携
帯
電
話
か
ら
流
れ
て
き
ま
す
。
平
時
か
ら
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
住
民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
野
町
も
過
去
に
は
幾
度
と
な
く
風
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
は
平
地
で

3
0
0
mm
の
降
水
量
に
達
し
、
日
野
川
流
域
で
も
河
川
が

氾
濫
し
、
死
者
１
名
、
家
屋
の
全
壊
４
戸
、
半
壊
８
戸
、

流
失
１
戸
、
床
上
浸
水
63
戸
・
床
下
浸
水
7
7
6
戸
と
甚

大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
大
規
模
災
害
発
生
時
や
緊
急
時
に
は
、
国
の

防
災
基
本
計
画
や
日
野
町
地
域
防
災
計
画
を
熟
知
し
、
議

会
と
し
て
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
進
め
る
防
災
・
減
災
国
土
強
靭
化
事
業
に
、

町
内
の
危
険
地
域
と
予
想
さ
れ
る
箇
所
を
一
件
で
も
多
く

採
択
さ
る
よ
う
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、
海
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「
こ
の
夏
、
日
本
で
大
災

害
が
起
こ
る
」
と
の
情
報
が
流
れ
、
一
部
の
外
国
か
ら
の

旅
行
客
が
足
止
め
に
な
り
、
日
本
の
観
光
地
へ
の
旅
行
需

要
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
正
確
な
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

確
か
な
情
報
の

�

入
手
を

27年ぶりに議員報酬改定27年ぶりに議員報酬改定

　現在、町議会議員は14名（内、女性3名）で、40代４名、60代５名、70代５名で構成しています。
地方議会はなり手不足といわれていますが、女性や若い世代など、あらゆる世代が町政にどんどん参画
されることを願っています。
　今後も議員力を向上させ、更なる議会改革を進めてまいります。皆様のご理解をお願いいたします。

　日野町議会議員の報酬月額は平成10年４月
に改定されて以降、27年間にわたり据え置か
れてきましたが、令和７年４月から左記のよう
に改定されました。

改定前（月額） 改定後（月額）
議　長 320,000円 351,000円
副議長 250,000円 288,000円
議　員 230,000円 264,000円

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

フリーレンと学ぶ地方議会

消防操法訓練大会操法練習開始式に出席

　5月27日に東京で開催された町村議会議長副議長全国研修会には杉浦議長、野矢
副議長が出席し、防災や災害対応をテーマとした講義を受け、理解を深めました。
　また、地方議会や地方議員の活動を更に知ってもらうため人気漫画「葬送のフリー
レン」のキャラクターを掲載した小中学生向けと高校大学生向けの主権者教育リー
フレットの紹介もありました。地方議会に関するクイズに挑戦できる
特設サイトもあります。クイズは難問もありますが、ぜひ皆さんに挑戦
していただきたいです。日野町議会では議場見学に来た小学６年生に
より理解を深めてもらうためにリーフレットを配布しました。

　６月14日（土）午前６時より、日野消防署にて
「第60回滋賀県消防操法訓練大会操法練習開始
式」が行われました。今年、日野町からは「小型ポン
プの部」に日野町消防団第二分団が出場されます。
この日は選手５名をはじめ関係者が集まって激励
のあいさつが行われました。議会からは、議長はじ
め副議長・総務常任委員長・地元議員(３名)が開始
式に出席しました。

大谷公園にて「炬火イベント」を開催
きょか

　６月７日（土）大谷公園野球
場で、この秋に開催される国
民スポーツ大会の機運を高め
るための「炬火イベント」が開
催されました。この日に日野
町とのパートナーシップ協定
を結んだ「東レアローズバ
レーボールクラブ滋賀」の選
手や多くの町民とともに議員
も参加しました。日野町で開催される10月４日（土）と５日（日）の軟式野球大会
の成功に向けてみんなで盛り上げていきましょう。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

研修研修

式典式典

式典式典

©山田鐘人・アベツカサ／小学館

（今年は第二分団が出場）

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。
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